
立
命

館
経

済
学

著
者

ｕ児

目
録

凡
例

一
、
こ
の
目
録
は
『
立
命
館
経
済
学
』
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
五
二
年
二
月
）
か
ら
第
二
八
巻
第
五
号

（
一
九
七
九
年
十
二
月
）
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
論
説
、
研
究
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
、
資
料
、
翻

訳
、
そ
の
他
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
論
説
に
つ
い
て
は
項
目
を
特
に
明
記
し
な
か
っ
た
。

二
、
配
列
は
執
筆
者
名
の
五
十
音
順
と
し
、
同
一
執
筆
者
で
は
巻
号
順
に
よ
っ
た
。
二
人
以
上
が
共

同
執
筆
し
た
場
合
も
そ
れ
ぞ
れ
に
掲
載
し
た
。

三
、
　
『
立
命
館
経
済
学
』
は
通
例
年
一
巻
で
、
各
巻
六
号
か
ら
な
る
。
第
十
七
巻
五
号
・
六
号
は
欠

号
で
あ
り
、
第
三
巻
は
第
七
号
ま
で
あ
る
。

　
相
澤
秀
一

経
済
学
の
若
干
の
基
本
問
題

書
評
　
吉
村
達
次
著
『
経
済
学
方
法
論
』

『
資
本
論
』
の
周
辺

河
上
・
経
済
学
の
今
日
的
意
義

私
の
履
歴
書

　
芦
田
文
夫

く
広
義
の
経
済
学
Ｖ
否
定
論
の
系
譜

　
　
　
　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
・
宇
野
教
授
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て

立
命
館
経
済
学
著
老
別
目
録

一
四
－
六

一
五
上
二

一
六
エ
ニ
・
困

一
八
－
一

一
九
－
六

二
丁
一
・
二

学
界
動
向
　
経
済
理
論
学
会
第
十
二
回
大
会
　
　
　
　
　
一
四
－
一

〃
　
　
　
　
第
七
回
杜
会
主
義
経
済
学
会
　
　
　
　
　
　
＝
ハ
ー
子
六

資
料
　
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
「
使
用
価
値
と
価
値
」
Ｈ
一
九
－
四

〃
　
　
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
「
使
用
価
値
と
価
値
」
ｏ
元
－
六

〃
　
　
杜
会
主
義
の
も
と
で
の
「
使
用
価
値
と
価
直
」
嘗
三
－
一

　
足
立
政
男

研
究
　
近
世
に
お
け
る
山
城
農
民
の
経
済
生
活
Ｈ

〃
　
　
近
世
に
お
げ
る
山
城
農
民
の
経
済
生
活
ｏ

近
世
に
お
げ
る
畿
内
在
郷
商
人
の
高
利
貸
資
本
に

二
九
一
　
（
六
一
九
）

一
ー
二

一
上
二

’



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
亨
六

　
　
　
　
山
城
国
乙
訓
郡
神
足
村
絞
油
商
油
屋
弥
丘
ハ
衛

　
　
　
　
（
現
岡
本
家
）
の
場
合

研
究
　
近
世
山
城
に
お
げ
る
在
郷
商
人
の
商
業
経
営
に
つ

　
　
　
　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
一

　
　
　
　
　
　
　
乙
訓
郡
神
足
村
絞
油
商
「
油
屋
弥
丘
ハ
衛
」

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

〃
　
　
封
建
体
制
崩
壌
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
二
上
二

　
　
　
　
　
　
　
畿
内
在
郷
商
人
の
存
在
形
態
を
中
心
に

書
評
庄
司
吉
之
助
著
『
明
治
維
新
の
経
済
構
造
』

研
究
　
近
世
在
郷
商
人
の
農
地
経
営

〃
　
　
近
世
都
市
近
郊
に
於
げ
る
農
民
生
活

　
　
　
　
　
　
　
城
州
乙
訓
郡
今
里
村
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
解
職
運
動
に
つ
い
て

近
世
に
お
げ
る
都
市
の
下
糞
利
用
に
よ
る
農
業
経
営

　
　
　
　
京
都
と
西
岡
地
帯
に
お
げ
る
農
業
経
営
の
場
合

近
世
京
都
商
人
の
商
業
経
営
に
つ
い
て

　
　
　
　
柏
原
家
の
店
則
よ
り
見
た
江
戸
店
の

　
　
　
　
経
営
方
針
及
び
商
人
意
識
に
つ
い
て

近
世
に
お
げ
る
日
本
海
沿
岸
の
帆
船
航
運
の
状
況
に
つ
い

一
一
丁
二

一
ニ
エ
ニ

一
二
－
六

宣
工
一

五
－
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
二
　
（
六
二
〇
）

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
工
一

　
　
　
　
丹
後
国
網
野
縮
緬
機
業
地
帯
に
お
げ
る
山
中
九

　
　
　
　
丘
ハ
衛
家
の
文
書
を
中
心
と
し
て

近
世
後
期
に
お
げ
る
地
方
商
業
資
本
の
発
達
と
そ
の
活
躍
六
上
二

　
　
　
　
丹
後
国
浅
茂
川
商
人
山
中
九
兵
衛
家
の
場
合

近
世
に
お
げ
る
丹
後
縮
緬
産
地
問
屋
の
利
貸
と
土
地
集
中

　
形
態
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
－
山

　
　
　
　
丹
後
国
加
悦
谷
縮
緬
機
業
地
帯
に
お
げ
る
杉
本

　
　
　
　
利
右
衛
門
家
の
文
書
を
中
心
と
し
て

近
世
丹
後
縮
緬
機
業
地
に
お
げ
る
糸
問
屋
の
存
在
彩
態
　
七
－
一

　
　
　
　
丹
後
国
加
悦
町
杉
本
利
右
衛
門
家
文
書
を
中
心

　
　
　
　
と
し
て

近
世
丹
後
縮
緬
機
業
地
帯
に
お
げ
る
商
業
資
本
家
の
存
在

　
移
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
－
四

　
　
　
　
丹
後
国
加
院
町
下
村
五
郎
助
家
文
書
を
中
心
と

　
　
　
　
し
て

近
世
丹
後
縮
緬
機
業
に
お
げ
る
株
仲
問
の
一
考
察
　
　
　
八
－
一

資
料
　
宮
津
藩
の
丹
後
縮
緬
機
業
政
策
に
つ
い
て
Ｈ
　
　
九
上
二

〃
　
　
宮
津
藩
の
丹
後
縮
緬
機
業
政
策
に
つ
い
て
〇
　
　
　
九
－
四

丹
後
機
業
地
に
お
げ
る
労
使
関
係
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
九
－
六

研
究
　
近
世
丹
後
縮
緬
機
業
に
お
げ
る
飛
脚
制
度



　
　
　
　
に
つ
い
て

資
料
　
イ
タ
リ
ア
経
済
の
動
向

近
世
京
都
商
人
の
別
家
制
度
Ｈ

近
世
京
都
商
人
の
別
家
制
度
ｏ

海
外
留
学
記
　
ミ
ラ
ノ
か
ら
ス
イ
ス
ヘ
の
旅

海
外
留
学
記
　
ド
イ
ツ
の
旅

近
世
に
お
げ
る
京
都
室
町
商
人
の
系
譜
Ｈ

学
界
動
向
第
三
十
五
回
杜
会
経
済
更
学
会
全
国
大
会

近
世
に
お
げ
る
京
都
室
町
商
人
の
系
譜
ｏ

近
世
京
都
商
人
邦
波
家
の
江
戸
店
経
営
と
そ
の
没
落
に
つ

　
い
て

京
都
商
人
の
商
粟
に
つ
い
て
Ｈ

　
　
　
　
京
都
の
老
舗
に
お
け
る
店
則
か
ら

京
都
商
人
の
商
魂
に
つ
い
て
ｏ

　
　
　
　
老
舗
の
店
則
か
ら
見
た

経
営
老
の
在
り
方
（
一
）

　
　
　
　
老
舗
の
家
訓
・
店
則
か
ら
見
た

経
営
者
の
在
り
方
（
二
）

　
　
　
　
老
舗
の
家
訓
・
店
則
か
ら
み
た

株
仲
ケ
間
の
一
考
察

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

一
〇
１
五
・
六

一
四
－
一

一
四
－
四

一
四
－
五

一
四
－
六

一
五
－
一

一
五
工
一

三
工
一

一
五
上
二

一
七
上
二
・
四

一
八
工
ニ
ニ

一
八
－
四

三
－
二

三
－
五

…
１
一

　
　
　
　
京
都
に
お
け
る
老
舗
の
経
営
か
ら
見
た

遠
慮
近
憂
の
商
法
と
用
心
の
経
営

　
　
　
　
近
世
に
お
け
る
老
舗
の
家
訓
か
ら
見
た

無
理
を
し
な
い
商
法
と
経
営

　
　
　
　
近
世
に
お
け
る
京
都
の
老
舗
の
家
訓
・
店
則
か

　
　
　
　
か
ら
見
て

人
づ
く
り
こ
そ
企
業
づ
く
り
で
あ
る

　
　
　
　
京
都
に
お
け
る
老
舗
の
家
訓
に
学
ぶ

老
舗
外
与
株
式
会
杜
の
歴
史
と
経
営
哲
学

　
阿
部
矢
二

労
働
と
杜
会
発
展
の
関
係

資
本
主
義
杜
会
に
お
げ
る
心
農
経
営

農
地
改
革
の
結
果
の
二
、
三
に
つ
い
て

杜
会
の
階
級
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
学
生
諾
君
へ

利
潤
と
人
民
の
生
活
と
の
対
抗
関
係

ソ
同
盟
に
お
け
る
富
農
対
策

マ
ル
ク
ス
主
義
に
よ
る
人
間
改
造
の
問
題

唯
物
論
に
つ
い
て
の
覚
書
（
其
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
三
　
（
六
二
一
）

…
１
千
六

二
四
工
一

二
五
－
五
エ
ハ

二
八
エ
ニ
・
四
・
五

一
工
一

一
－
四

一
－
至
一

一
丁
二

一
丁
五

三
－
一

一
一
丁
四

三
－
六



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

唯
物
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書
（
そ
の
二
・
終
）
　
　
　
　
四
上
二

世
界
観
の
生
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
－
六

紹
介
　
長
谷
部
文
雄
著
『
資
本
論
随
筆
』
の
紹
介

　
　
　
　
．
に
よ
せ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宣
－
三

資
本
主
義
杜
会
に
お
げ
る
矛
盾
の
ひ
と
つ
の
あ
ら
わ
れ
　
宣
－
五

封
建
地
代
の
彩
態
転
化
と
そ
の
合
法
則
性
　
　
　
　
　
　
八
－
一

有
沢
広
巳

エ
ネ
ル
ギ
ー
間
題
の
所
在

　
有
田
正
三

書
評
　
関
弥
三
郎
著
『
杜
会
統
計
学
』

　
淡
川
康
一

、
郷
土
産
業
考
察
の
一
例
（
上
）

郷
土
産
業
考
察
の
一
例
（
中
）

経
済
学
と
地
理
学
と
の
関
係

郷
土
産
業
考
察
の
一
例
（
下
）

我
国
近
世
の
経
済
思
想
（
上
）

　
　
　
　
大
山
教
授
の
近
著
を
中
心
と
し
て

一
五
－
四

茜
－
一

一
上
二

一
－
四

一
－
平
六

一
丁
一

二
上
二

二
九
四
　
（
六
二
二
）

我
国
近
世
の
経
済
思
想
（
下
）

　
　
　
　
大
山
教
授
の
近
著
を
中
心
と
し
て

資
料

〃〃〃〃〃
ビ
ュ

資
料

〃

ヒ

工
業
史
の
一
断
片
（
上
）

工
業
史
の
一
断
片
（
下
）

大
量
通
信
交
通
と
新
聞
の
匿
名
主
義
（
上
）

大
量
通
信
交
通
と
新
聞
の
匿
名
主
義
（
下
）

消
費
地
理
研
究
の
一
側
面
と
し
て
の
家
計
予
算

カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ヒ
ァ
ー
の
自
叙
伝
に
つ
い
て

ア
ー
『
国
民
経
済
の
成
立
』
の
編
成
に
つ
い
て

「
労
働
と
律
動
」
に
於
げ
る
目
本
関
係
の
記
事

「
国
民
経
済
進
化
論
」
の
根
本
思
想

国
民
経
済
と
地
理
的
環
境

紹
介
　
英
国
で
入
手
し
た
一
地
図
帳
に
就
い
て

経
済
地
理
学
的
に
見
た
政
治
圏
と
経
済
圏

都
府
経
済
の
段
階
と
現
今
の
広
域
経
済
圏
の
問
題

　
井
汲
卓
一

生
産
関
係
の
国
家
的
移
態
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
主
義

　
に
つ
い
て

二
－
五

一
一
丁
宣

四
－
一

四
工
一

四
↓
二

国
－
五

五
－
四

五
－
五

五
－
六

六
－
一

七
工
一

八
－
三

九
－
四

一
〇
↓
二

二
－
一
・
二



　
池
上
　
惇

手
嶋
教
授
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
ｉ
四

　
一
井
　
昭

資
料
　
フ
レ
ッ
ト
・
ニ
ル
ス
ナ
ー
「
独
占
価
格
と
独
占
利

　
　
　
　
潤
」
（
桜
井
富
雄
・
吉
田
伸
雄
氏
他
三
名
共
訳
）
二
↑
二

　
伊
藤
武
夫

資
料
　
独
占
資
本
主
義
確
立
過
程
の
工
業
構
成
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
－
至
一

　
　
　
　
　
　
　
『
工
場
統
計
表
』
か
ら
み
た
「
大
正
期
」

　
　
　
　
　
　
　
民
営
工
業
の
発
達
趨
勢

　
稲
村
　
勲

研
究
　
ジ
ヨ
ソ
・
ロ
ヅ
ク
の
経
済
理
論
と
そ
の
体
系
性
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
－
四

〃
　
　
ジ
ョ
ソ
・
ロ
ッ
ク
の
経
済
理
論
と
そ
の
体
系
性
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
－
五
エ
ハ

〃
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
上
）
　
　
　
一
九
ｉ
六

　
　
　
　
　
　
　
市
民
革
命
経
済
理
論
の
彩
成

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

〃
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
中
）

　
　
　
　
　
　
市
民
革
命
経
済
理
論
の
形
成

〃
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ペ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
下
の
一
）

　
　
　
　
　
　
市
民
革
命
経
済
理
論
の
形
成

〃
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ベ
テ
ィ
の
経
済
理
論
（
完
）

　
　
　
　
　
　
市
民
革
命
経
済
理
論
の
彩
成

井
上
巌
次
郎

時
論
　
中
小
工
業
と
長
期
金
融

中
小
企
業
対
策
と
し
て
の
調
整
組
合
に
関
す
る
問
題
点

危
機
に
立
つ
反
独
占
政
策

時
論
最
近
の
中
小
企
業
立
法

新
企
業
担
保
制
度
に
関
す
る
若
干
問
題

時
論
　
中
小
企
業
団
体
組
織
法
案
の
問
題
点

　
井
上
次
郎

時
論
　
ポ
ソ
ド
過
剰
の
問
題

リ
カ
ァ
ド
オ
理
論
に
お
け
る
貿
易
に
ょ
る
搾
敢
の
間
題

古
典
学
派
の
経
済
的
自
由
の
制
度

　
　
　
　
ス
ミ
ス
か
ら
リ
カ
ア
ド
オ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
九
五
　
（
六
二
三
）

二
〇
↓
一

三
－
一

三
－
六

一
－
二

一
－
至
一

一
丁
四

一
丁
六

一
干
七

六
－
一

一
工
一

一
－
五
エ
ハ

四
－
四



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

リ
カ
ァ
ド
オ
に
お
げ
る
地
代
理
論
の
発
展
　
　
　
　
　
　
五
－
五

古
典
学
派
の
二
つ
の
貿
易
理
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
１
平
六

リ
カ
ァ
ド
オ
と
農
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
丁
五
エ
ハ

　
井
上
晴
丸

戦
後
目
本
の
農
業
制
度
の
破
綻

い
わ
ゆ
る
「
平
均
化
原
理
」
と
「
限
界
原
理
」

　
　
　
　
白
杉
理
論
へ
の
疑
問

協
同
組
合
と
マ
ル
ク
ス
主
義

　
　
　
　
協
同
組
合
発
展
の
歴
史
的
弁
証
法

国
家
独
占
資
本
主
義
論
に
つ
い
て
の
覚
え
書

池
上
惇
氏
の
主
著
『
国
家
独
占
資
本
主
義
論
』

を
読
ん
で

九
－
六

二
－
千
六

三
－
一
・
二

　
今
川
　
正

経
済
学
に
お
げ
る
分
析
モ
デ
ル

　
岩
田
勝
雄

外
国
貿
易
の
必
然
性
再
考

国
際
価
値
論
の
諸
論
点
に
つ
い
て

一
五
上
二

三
－
五
エ
ハ

二
六
－
六

二
七
－
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
六
　
（
六
二
四
）

価
値
法
則
の
国
際
的
展
開
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
上
野
俊
樹

平
田
清
明
氏
の
価
値
論

経
済
学
史
の
意
義
と
そ
の
方
法
ｏ

　
上
原
信
博

現
段
階
に
お
げ
る
農
業
危
機

　
植
村
省
三

資
料
　
現
代
経
営
の
理
論
的
基
礎
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
典
型
と
し
て
の
ド
ラ
ッ
カ
ー
理
論

〃
　
　
現
代
経
営
の
理
論
的
基
礎
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
典
型
と
し
て
の
ド
ラ
ヅ
カ
ー
理
論

研
究
　
い
わ
ゆ
る
分
権
的
管
理
組
織
に
つ
い
て

〃
　
　
経
営
学
に
お
げ
る
制
度
論
的
思
考

〃
　
　
株
式
会
杜
支
配
論
の
新
し
い
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
Ａ
・
Ａ
・
バ
ー
リ
の
所
説
を
め
ぐ
っ
て

現
代
企
業
の
構
造
と
経
営
者
の
活
動

　
　
　
　
経
営
職
能
論
序
説

二
八
エ
ニ
・
四
・
五

…
１
三
・
四

二
七
－
一

；
丁
五
エ
ハ

六
－
六

七
－
一

七
－
四

八
工
一

九
エ
ニ

一
〇
－
五
工
一



　
内
山
　
　
昭

研
究
　
「
虚
偽
の
杜
会
的
価
値
」
の
理
論
的
根
拠

　
　
　
　
　
　
井
上
晴
丸
教
授
の
所
説
に
ふ
れ
て

　
宇
都
宮
巌

米
国
に
於
げ
る
ア
ク
セ
レ
レ
イ
シ
ヨ
ソ
問
題

　
大
谷
政
敬

マ
ル
ク
ス
の
国
家
観
と
財
政
論

　
大
橋
隆
憲

「
経
済
学
方
法
論
」
と
統
計
方
法

　
大
藪
輝
雄

紹
介
　
Ｊ
・
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
『
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お

　
　
　
　
け
る
農
民
追
放
』

〃
　
　
Ｈ
・
ル
ッ
ク
『
Ｊ
・
Ｈ
・
Ｖ
・
チ
ュ
ー
ネ
ソ
の

　
　
　
　
経
済
学
説
に
よ
せ
て
』

資
料
　
部
落
有
林
野
解
体
の
一
局
面

　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
吉
野
郡
旧
中
荘
村
の
場
合

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

二
一
丁
五
工
一

一
－
五
・
六

一
七
エ
ニ
・
四

二
－
五
エ
ハ

五
工
一

五
－
五

六
上
二

研
究
　
グ
ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
六
－
五

　
　
　
　
　
　
　
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
を
中
心
と
し
て

エ
ス
・
デ
・
ス
ヵ
ス
キ
ソ
『
中
欧
お
よ
び
東
欧
に
お
げ
る

　
い
わ
ゆ
る
「
再
版
農
奴
制
」
の
基
本
的
諸
問
題
』
　
　
八
－
一

ザ
ク
セ
ソ
州
に
お
け
る
農
業
労
働
力
の
存
在
彩
態
Ｈ
　
　
一
〇
工
一

現
段
階
に
お
け
る
農
民
層
分
解
の
特
質
　
　
　
　
　
　
　
ご
丁
五
．
六

資
料
　
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ｉ
『
東
エ
ル
ベ
農
業
労
働

　
　
　
　
者
の
状
態
に
お
け
る
発
展
諸
傾
向
』
い
（
吉
矢

　
　
　
　
友
彦
氏
と
の
共
訳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
丁
四

〃
　
　
マ
ヅ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
東
エ
ル
ベ
農
業
労
働

　
　
　
　
者
の
状
態
に
お
げ
る
発
展
諸
傾
向
』
ｏ
（
吉
矢

　
　
　
　
友
彦
氏
と
の
共
訳
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
丁
五

学
界
動
向
　
土
地
制
度
史
学
会
一
九
六
五
年
度
秋
期
学
術

　
　
　
　
　
　
大
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
干
五

資
料
　
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の

　
　
　
　
杜
会
主
義
化
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
－
一

　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
場
合

〃
　
　
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
主
的
土
地
改
革
と
農
業
の

　
　
　
　
杜
会
主
義
化
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
ニ

　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
郡
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
七
　
（
六
二
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

井
上
晴
丸
先
生
の
学
問
的
業
績

翻
訳
　
バ
ル
ヴ
ス
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
Ｈ
（
鈴
木

　
　
　
　
敏
正
氏
と
の
共
訳
〔
以
下
同
〕
）

〃
　
　
パ
ル
ヴ
ス
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
ｏ

〃
　
　
パ
ル
ヴ
ス
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
嘗

〃
　
　
バ
ル
ヴ
ス
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
．
輔

　
大
山
敷
太
郎

わ
が
国
塩
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
近
代
性
と
の
交

　
錯
（
中
）

　
　
　
　
特
に
塩
業
に
お
げ
る
親
方
制
度
の
推
移
に
関
連

　
　
　
　
し
て
の
一
試
論

わ
が
国
塩
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
制
と
近
代
性
と
の
交

　
錯
（
下
）

　
　
　
　
特
に
塩
業
に
お
げ
る
親
方
制
度
の
推
移
に
関
連

　
　
　
　
し
て
の
一
試
験

わ
が
国
漁
業
に
お
げ
る
共
同
経
営
の
典
型

わ
が
国
労
働
関
係
の
特
質
Ｈ

　
　
　
　
そ
こ
に
お
げ
る
封
建
制
の
根
強
き
残
存

い
わ
ゆ
る
縁
故
募
集
〔
採
用
〕
の
一
典
型

　
　
－
郵
及
省
「
現
業
職
員
の
実
態
に
関
す
る
調
査
」

　
　
　
　
に
基
く
分
析

…
１
芋
六

；
二
－
一
二

…
１
四

一
茜
上
二

毒
－
四

一
－
一

一
上
二

一
－
予
六

一
丁
四

皇
エ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
八
　
（
六
二
六
）

わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方
制
度
　
　
　
旨
丁
四

　
　
　
　
特
に
、
そ
の
解
体
過
程
に

　
　
　
　
関
連
さ
せ
て
の
一
試
論

熊
野
灘
沿
岸
漁
村
に
お
げ
る
「
本
役
〔
本
家
株
〕
・
半
役

　
〔
分
家
株
〕
制
」
と
漁
業
共
同
経
営
　
　
　
　
　
　
　
　
旨
丁
七

わ
が
国
鉱
業
〔
金
属
〕
に
お
げ
る
親
方
制
度
の
解
体
過
程
四
－
一

　
　
　
　
「
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方

　
　
　
　
制
度
」
補
論
そ
の
一

高
島
炭
坑
に
見
る
明
治
前
期
の
親
方
制
度
の
実
態
　
　
　
四
－
二

　
　
　
　
「
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と
親
方

　
　
　
　
制
度
」
補
論
そ
の
二

わ
が
国
鉱
業
「
石
炭
」
に
お
け
る
親
方
制
度
の
解
体
過
程
四
上
二

　
　
　
　
「
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
げ
る
封
建
性
と

　
　
　
　
親
方
制
度
」
補
論
そ
の
三

わ
が
因
鉱
業
に
お
げ
る
「
友
子
同
盟
」
の
解
体
期
の
実
態
四
－
五

　
　
　
　
「
わ
が
国
鉱
業
労
働
に
お
け
る
封
建
性
と
親
方

　
　
　
　
制
度
」
補
論
そ
の
四

　
岡
崎
栄
松

価
値
論
お
よ
び
分
配
論
に
お
げ
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と

　
リ
カ
ア
ド
ウ
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
－
一



価
値
論
お
よ
び
分
配
論
に
お
げ
る
ア
ダ
ム
．
ス
、
、
、
ス
と

　
リ
カ
ア
ド
ウ
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
－
二

丁
・
ガ
イ
ガ
ー
の
『
資
本
論
』
批
判
に
つ
い
て
　
　
　
　
六
－
六

紹
介
　
二
・
べ
・
ゲ
ソ
キ
ナ
『
ソ
ヴ
ェ
ト
国
家
の
新
経
済

　
　
　
　
政
策
へ
の
移
行
（
一
九
二
一
－
一
九
二
二
年
）
』
七
上
二

資
料
　
ヴ
ェ
・
バ
ト
ゥ
ィ
レ
フ
『
杜
会
主
義
の
も
と
で
の

　
　
　
　
商
品
生
産
の
必
然
性
と
本
性
に
つ
い
て
』
（
訳
）
七
－
四

い
わ
ゆ
る
使
用
価
値
の
捨
象
に
か
ん
す
る
一
考
察
　
　
　
＝
１
二
一

　
　
　
　
故
白
杉
教
授
『
価
値
の
理
論
』
に
よ
せ
て

白
杉
価
値
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
＝
１
平
六

　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
「
効
用
測
定
の
原
理
」
を
中
心
と
し

　
　
　
　
て

海
外
留
学
記
　
ソ
ヴ
ェ
ト
旅
行
雑
感
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
－
国

書
評
　
内
咄
義
彦
『
資
本
論
の
世
界
』
　
　
　
　
　
　
　
一
六
－
一

初
期
マ
ル
ク
ス
の
経
済
理
論
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
上
二
・
四

　
　
　
　
『
経
済
学
１
１
哲
学
手
稿
』
を
中
心
と
し
て

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
上
）
　
　
毛
上
二

　
　
　
　
生
産
価
格
論
の
学
史
的
考
察

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
中
）
　
　
　
毛
－
国

　
　
　
　
生
産
価
格
論
の
学
史
的
考
察

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
自
然
価
格
論
に
つ
い
て
（
下
）

　
　
　
　
生
産
価
格
論
の
学
史
的
考
察

　
岡
崎
不
二
男

動
学
的
レ
オ
ソ
テ
ィ
ヱ
フ
・
シ
ス
テ
ム
と
フ
ィ
ー
ド
・
バ

　
ヅ
ク
効
果

研
究
　
地
域
産
業
連
関
表
利
用
の
一
例

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分

　
析
い

　
　
　
　
制
約
さ
れ
た
循
環
か
自
由
た
循
環
か

計
量
経
済
学
モ
デ
ル
に
よ
る
戦
後
景
気
循
環
の
構
造
分

　
析
ｏ

　
　
　
　
制
約
さ
れ
た
循
環
か
自
由
な
循
環
か

書
評
浜
崎
正
挽
著
『
近
代
経
済
学
の
方
法
と
理
論
』

　
岡
庭
　
博

目
本
海
運
に
お
げ
る
独
占
形
態

　
岡
橋
　
祐

フ
ィ
リ
ヅ
プ
・
シ
ド
ニ
イ
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
九
　
（
六
二
七
）

二
七
－
宣

七
上
ハ

一
〇
ー
二

三
－
一

三
上
二

；
１
国

一
〇
上
二

一
－
手
六



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
岡
本
　
　
正

書
許
　
芦
田
文
夫
著
『
杜
会
主
義
的
所
有
と
価
値
論
』
　
二
六
－
一

　
岡
本
幸
雄

研
究
　
徳
川
中
期
に
お
げ
る
尾
張
一
農
村
の
考
察
　
　
　
困
－
五

　
　
　
　
　
　
　
葉
栗
郡
里
小
牧
村
の
農
業
構
造

資
料
徳
川
時
代
に
お
げ
る
農
民
の
「
嵌
落
」
に
っ
い
て
五
－
一

〃
　
近
世
丹
波
馬
路
村
に
お
げ
る
「
両
苗
郷
士
」
の
存

　
　
　
　
在
形
態
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
－
五

〃
　
　
近
世
郷
士
の
存
在
彬
態
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
六
－
五

　
　
　
　
　
　
　
丹
波
馬
路
村
「
両
苗
郷
士
」
の
経
済
的

　
　
　
　
　
　
　
基
盤
と
村
方
支
配
　
　
．

〃
　
　
近
世
郷
士
の
存
在
彩
態
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
七
－
六

　
　
　
　
　
　
　
丹
波
馬
路
村
「
両
苗
郷
士
」
の
経
済
的

　
　
　
　
　
　
　
基
盤
と
村
方
支
配

幕
末
・
明
治
維
新
に
お
け
る
郷
士
の
政
治
的
運
動
の
展
開
九
－
二

　
　
　
　
旗
本
領
丹
波
馬
路
両
苗
郷
士
に
つ
い
て

　
置
塩
信
雄

新
古
典
派
成
長
論
の
政
策
的
含
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
エ
ニ
・
四

三
〇
〇
　
（
六
二
八
）

　
奥
田
修
三

資
料
　
幕
末
の
株
仲
間

　
　
　
　
　
　
　
京
都
嵯
峨
・
梅
津
・
桂
三
ケ
所
材
木
伸

　
　
　
　
　
　
　
問
に
つ
い
て

近
世
後
期
に
お
げ
る
都
市
商
人

　
　
　
　
奈
良
晒
市
青
苧
中
買
に
つ
い
て

大
和
に
お
げ
る
国
訴

　
　
　
　
近
世
大
和
の
農
業
構
倉
と
の
関
連
に
お
い
て

　
奥
地
　
正

戦
後
目
本
資
本
主
義
と
林
業
・
山
村
問
題
の
展
開
構
造

国
有
林
に
お
げ
る
労
働
組
織
の
形
成
と
展
開
ｏ

　
　
　
　
東
北
・
秋
田
国
有
林
を
中
心
に

国
有
林
に
，
お
け
る
労
働
組
織
の
形
成
と
展
開
ｏ

　
　
　
　
東
北
・
秋
田
国
有
林
を
中
心
に

国
有
林
に
お
げ
る
労
働
組
織
の
形
成
と
展
開
嘗

　
　
　
　
東
北
・
秋
田
国
有
林
を
中
心
に

国
有
林
に
お
げ
る
労
働
組
織
の
彬
成
と
展
開
的

　
　
　
　
東
北
・
秋
田
国
有
林
を
中
心
に

七
工
一

七
－
五

八
－
四

…
１
千
六

；
丁
四

…
１
五
・
六

二
七
－
困

二
七
－
六



　
小
椋
広
勝

世
界
市
場
と
世
界
経
済
体
制

現
代
の
恐
慌
と
プ
ル
ク
ス
恐
慌
論

　
小
野
一
郎

紹
介
　
ツ
ア
ゴ
ロ
フ
編
『
政
治
経
済
学
教
程
、
第
二
巻
、

　
　
　
　
杜
会
主
義
』
と
ソ
連
邦
に
お
げ
る
杜
会
主
義
政

　
　
　
　
治
経
済
学
の
体
系
を
め
ぐ
る
論
争

杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
質
に
つ
い
て
Ｈ

杜
会
主
義
的
分
配
関
係
の
本
質
に
つ
い
て
ｏ

資
料
　
ヴ
ェ
・
ニ
ス
・
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
　
杜
会
的
分
業
の

　
　
　
　
静
学
モ
デ
ル

翻
訳
　
ニ
ヌ
・
エ
ス
・
シ
ュ
ー
ホ
フ
「
杜
会
主
義
経
済
の

　
　
　
　
目
的
関
数
の
問
題
に
よ
せ
て
　
　
い
く
つ
か
の

　
　
　
　
歴
史
的
局
面
　
　
」

〃
　
　
ア
・
ゲ
・
グ
ラ
ソ
ベ
ル
グ
「
杜
会
厚
生
目
的
関
数

　
　
　
　
と
実
用
国
民
畳
済
モ
デ
ル
に
お
け
る
最
適
性
基

　
　
　
　
準
」
（
上
）

〃
　
　
ア
・
ゲ
・
グ
ラ
ソ
ベ
ル
グ
「
杜
会
厚
生
目
的
関
数

　
　
　
　
と
実
用
国
民
経
済
モ
デ
ル
に
お
げ
る
最
適
性
基

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

九
工
一

一
六
エ
ニ
・
四

一
四
－
二

芸
－
三
ハ

一
六
ー
二

一
七
上
一

二
〇
－
一

三
工
一

　
　
　
　
準
」
（
下
）

杜
会
主
義
経
済
と
最
適
経
済
機
能
シ
ス
テ
ム
論

　
　
　
　
経
済
学
方
法
論
に
か
か
わ
っ
て

杜
会
主
義
経
済
管
理
に
お
け
る
民
主
主
義
の
原
理
と
そ
の

　
展
開
の
構
造
に
つ
い
て

　
小
野
　
進

シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
の
景
気
循
環
論

　
　
　
　
そ
の
批
判
的
考
察

帝
国
主
義
論

　
　
　
　
シ
ュ
ソ
ペ
ー
タ
ー
と
レ
ー
ニ
ソ

学
界
動
向
　
経
済
理
論
学
会
第
一
五
回
大
会

研
究
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
、
そ
し
て
近
代

　
　
　
　
経
済
学
の
性
格
規
定
に
つ
い
て
の
若
干
の
考

　
　
　
　
察
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
関
恒
義
著
『
現
代
資
本
主
義
と
経
済
理

　
　
　
　
　
　
　
論
』
の
所
説
に
関
連
し
て

〃
　
　
近
代
経
済
学
批
判
の
目
的
と
方
法
、
そ
し
て
近
代

　
　
　
　
経
済
学
の
性
格
規
定
に
。
つ
い
て
の
若
干
の
考

　
　
　
　
宏
ホ
（
｝
て
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
関
恒
義
著
『
現
代
資
本
主
義
と
経
済
理

　
　
　
　
　
　
　
論
』
の
所
説
に
関
連
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
一
　
（
六
二
九
）

一
三
－
一

一
三
－
干
西

妻
上
ニ
ニ

毒
－
四

二
一
上
二
・
四

一
六
－
五
工
一

；
－
・
一

一
七
工
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

紹
介
　
Ａ
・
ラ
イ
オ
ソ
フ
ー
フ
ト
『
ケ
イ
ソ
ズ
派
経
済
学

　
　
　
　
と
ケ
イ
ソ
ズ
の
経
済
学
』
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
一
三
工
一

　
　
　
　
　
　
　
貨
幣
理
論
の
研
究

”
　
　
Ｌ
・
Ｇ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ
、
『
経
済
学
の
三
つ
の

　
　
　
　
世
界
』
Ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
丁
一

〃
　
　
カ
ー
ル
・
Ｂ
・
タ
ー
ナ
ｉ
『
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に

　
　
　
　
お
げ
る
ヶ
イ
ソ
ズ
批
判
の
変
遷
』
Ｈ
　
　
　
　
；
Ｔ
二

〃
　
　
Ａ
ニ
フ
イ
オ
ン
フ
ー
フ
ト
『
ヶ
イ
ソ
ズ
派
経
済
学

　
　
　
　
と
ケ
イ
ソ
ズ
の
経
済
学
』
〇
　
　
　
　
　
　
　
一
…
上
二
一

　
　
　
　
　
　
　
貨
幣
理
論
の
研
究

翻
訳
　
張
世
英
『
へ
－
ゲ
ル
の
論
理
学
』
Ｈ
　
　
　
　
　
；
丁
五
エ
ハ

〃
　
　
宮
救
聞
他
編
著
『
杜
会
主
義
企
業
管
理
』
　
　
　
一
茜
－
一

杜
会
主
義
杜
会
の
過
渡
期
的
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
上
一

　
　
　
　
毛
沢
東
の
杜
会
主
義
政
治
経
済
学
へ
の
画
期
的

　
　
　
　
た
貢
献

翻
訳
復
旦
大
学
経
済
学
部
他
編
著
『
杜
会
主
義
政
治
経

　
　
　
　
済
学
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
茜
ー
二

「
有
効
需
要
の
原
理
一
と
干
ｍ
分
析
　
　
　
干
一

　
　
　
　
ケ
イ
ソ
ズ
理
論
の
現
代
的
解
釈
に
よ
せ
て

紹
介
　
ス
テ
ィ
ヴ
ソ
・
ル
ー
ク
ス
『
杜
会
科
学
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
二
（
六
三
〇
）

　
　
　
　
Ｋ
Ｅ
Ｙ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
Ｔ
と
し
て
の
個
人
主

　
　
　
　
義
』

　
角
田
修
一

書
評
　
『
見
田
石
介
著
作
集
第
一
巻
へ
ー
ゲ
ル
論
理

　
　
　
　
学
と
杜
会
科
学
』

生
活
手
段
の
資
本
主
義
的
彬
態
と
そ
の
廃
棄

　
梯
　
明
秀

資
本
論
の
学
的
体
系
性

　
　
　
　
冒
頭
文
節
の
体
系
的
意
味
を
分
析
す
る
た
め
の

　
　
　
　
序
説
と
し
て

資
本
論
冒
頭
文
節
の
体
系
的
意
味

諸
商
品
集
成
の
感
性
的
直
観
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
「
資
本
論
冒
頭
文
節
の
体
系
的
意
味
」
の
第
三

　
　
　
　
章
と
し
て

諸
商
品
集
成
の
感
性
的
直
観
（
そ
の
二
）

　
　
　
　
併
せ
て
遊
部
、
宇
野
、
向
坂
の
諾
氏
の
所
説
に

　
　
　
　
つ
い
て

諸
商
品
集
成
の
感
性
的
．
直
観
（
そ
の
三
）

　
　
　
　
併
せ
て
歴
史
的
端
緒
説
に
お
け
る
宮
川
、

　
　
　
　
向
坂
両
氏
の
対
立
に
つ
い
て

二
七
上
一

二
六
ー
ニ

ニ
八
上
二
・
甲
五

一
－
五
・
六

一
丁
一

二
－
五

一
丁
六

三
－
一



賃
労
働
者
の
向
自
有
的
論
理
構
造

四
四
年
手
稿
断
片
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
お
げ
る
マ
ル

　
ク
ス
の
哲
学
思
想
（
上
）

四
四
年
手
稿
断
片
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
お
げ
る
マ
ル

　
ク
ス
の
哲
学
思
想
（
中
）

四
四
年
手
稿
断
片
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
お
げ
る
マ
ル

　
ク
ス
の
哲
学
思
想
（
下
の
上
）

四
四
年
手
稿
断
片
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
に
お
げ
る
マ
ル

　
ク
ス
の
哲
学
思
想
（
下
の
中
）

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
哲
学
原
理

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
哲
学
原
理
（
承
前
）

『
資
本
論
』
体
系
の
図
式
的
解
明
（
上
）

『
資
本
論
』
体
系
の
図
式
的
解
明
（
中
）

『
資
本
論
』
体
系
の
図
式
的
解
明
（
下
の
一
）

経
済
哲
学
の
た
め
の
一
般
的
序
説

賃
労
働
者
の
範
曉
的
把
握
（
上
）

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
の
「
商
品
人
間
の
自
已
意
識
」
の
分

　
　
　
　
析
に
限
定
し
て

賃
労
働
者
の
範
晴
的
把
握
（
中
）

　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
の
「
商
品
人
間
の
自
己
意
識
」
の
分

　
　
　
　
析
に
隈
定
し
て

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

一
一
丁
五

一
一
丁
六

一
二
－
七

四
－
一

困
工
一

五
－
五

五
－
六

七
－
六

八
－
一

八
工
一

八
－
五
工
一

九
－
六

一
〇
１
一

賃
労
働
者
の
範
騎
的
把
握
（
下
）

　
　
　
　
「
商
品
人
間
」
と
「
労
働
人
問
」
、
と
の

　
　
　
　
媒
介
的
統
一
と
し
て

マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
哲
学
の
成
立
の
必
然
性

経
済
学
研
究
の
出
発
点
に
あ
る
哲
学
的
課
題

　
　
　
　
四
四
年
『
手
稿
』
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
自
身
の

　
　
　
　
思
弁
哲
学
に
つ
い
て
の
分
析
的
吟
味
と
し
て

経
済
学
研
究
の
出
発
点
に
あ
る
哲
学
的
課
題
（
承
前
）

　
　
　
　
四
四
年
『
手
稿
』
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
自
身
の

　
　
　
　
思
弁
哲
学
に
っ
い
て
の
分
析
的
吟
味
と
し
て

研
究
ノ
ー
ト
　
法
学
と
経
済
学
と
の
中
間
領
域
に
あ
る
若

　
　
　
　
　
　
　
干
の
問
題
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
勇
氏
の
論
文
「
法
と
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
一
般
理
論
」
に
っ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
分
的
紹
介
と
、
そ
れ
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
の
備
忘
録
と
し
て

〃
　
　
　
　
　
資
本
論
に
お
げ
る
方
法
と
世
界
観
（
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
残
さ
れ
た
諸
間
題
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

〃
　
　
　
　
　
資
本
論
に
お
げ
る
方
法
と
世
界
観
（
中
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
残
さ
れ
た
諸
問
題
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
三
（
六
三
一
）

一
〇
工
一

一
〇
１
五
工
一

二
－
二
一

＝
上
二

＝
一
エ
ニ
・
四

一
八
－
一

一
八
－
四



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

〃
　
　
　
　
　
資
本
論
に
お
げ
る
方
法
と
世
界
観
（
中
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
ｉ
五
．
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
残
さ
れ
た
諸
問
題
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

〃
　
　
　
　
　
資
本
論
に
お
げ
る
方
法
と
世
界
観
（
中
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
残
さ
れ
た
諾
問
題
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

〃
　
　
　
　
　
資
本
論
に
お
げ
る
方
法
と
世
界
観
（
中
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
残
さ
れ
た
諸
間
題
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

武
藤
君
と
の
同
僚
と
し
て
の
交
わ
り
に
お
げ
る
、
そ
の
二

　
駒
、
三
駒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
宜

　
加
藤
睦
夫

資
本
蓄
積
の
租
税
構
造
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
－
四

　
　
　
　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
の
評
価
に
よ
せ
て

戦
後
財
政
整
理
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
上
一
一

財
政
制
度
諭
の
一
視
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
１
五
．
六

　
　
　
　
戦
後
初
期
に
お
げ
る
制
度
改
革
を
中
心
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
四
　
（
六
三
二
）

戦
後
地
方
経
費
の
展
開
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
工
一

北
九
州
市
に
お
げ
る
市
税
構
造
と
諾
階
級
　
　
　
　
　
　
冨
－
五

法
人
課
税
の
発
展
史
的
考
察
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
三
－
五
．
六

峯
旨
ｏ
｝
竃
市
財
政
の
現
況
と
問
題
点
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
六

　
河
合
信
雄

商
法
計
算
規
定
改
正
要
綱
法
務
省
民
事
局
試
案
に
つ
い
て
九
－
四

・
川
端
久
夫

研
究
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状

　
　
　
　
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
戸
木
田
嘉
久
氏
と
の

　
　
　
　
共
同
執
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
宣

〃
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状

　
　
　
　
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
続
）
（
戸
木
田
嘉
久

　
　
　
　
氏
と
の
共
同
執
筆
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
－
宣
．
六

　
河
野
快
晴

研
究
ノ
ー
ト
　
雇
用
理
論
に
関
す
る
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
皇
ハ
ー
四

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
，
ソ
分
析
に
関
す
る
一
試
論
（
松
川
周



　
二
氏
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
マ
ク
ラ
ッ
ケ
ソ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
書

　
　
　
　
に
よ
せ
て

研
究
ノ
ー
ト
　
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
意
義
と
限
界
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
（
北
野
正
一
、
松
川
周
二
、
山
田
彌
氏

　
　
　
　
　
　
　
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
編
『
ヶ
イ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
時
代
の
終
焉
』
を
め
ぐ
っ
て

〃
　
　
　
　
　
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
意
義
と
限
界
（
皿
）

　
　
　
　
　
　
　
（
北
野
正
一
、
松
川
周
二
、
山
田
彌
氏

　
　
　
　
　
　
　
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
編
『
ヶ
イ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
時
代
の
終
焉
』
を
め
ぐ
っ
て

二
七
－
一

二
八
－
一

一
一
八
工
一

　
川
本
和
良

紹
介
　
Ｆ
・
ノ
イ
マ
ソ
『
ピ
ヒ
モ
ス
』

〃
　
　
Ｗ
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
『
ラ
イ
ソ
州
に
お
げ
る
償
却
と

　
　
　
　
共
有
地
分
割
』

研
究
　
十
八
世
紀
に
お
げ
る
ラ
ィ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と

　
　
　
　
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
い

〃
　
　
十
八
世
紀
に
お
げ
る
ラ
ィ
ソ
繊
維
工
業
の
展
開
と

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
老
別
目
録

七
工
一

八
ー
二

九
－
五

　
　
　
　
『
営
業
の
自
由
』
の
前
提
条
件
〇

一
八
世
紀
後
半
お
よ
び
一
九
世
紀
前
半
に
お
げ
る
ラ
ィ
ソ

　
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ソ
鉄
加
工
業
の
発
展
と

市
場
構
造

ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
の
展
開
と
プ
ロ
イ
セ
ソ
鉱
業
法
い

ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
の
展
開
と
プ
ロ
イ
セ
ソ
鉱
業
法
ｏ

ル
ー
ル
石
炭
鉱
業
の
展
開
と
プ
ロ
イ
セ
ソ
鉱
業
法
（
完
）

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
１
お
げ
る
「
杜
会
問
題
」
と
杜

　
会
政
策
お
よ
び
中
間
層
政
策
の
展
開
Ｈ

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
と
杜

　
会
政
策
お
よ
び
中
間
層
政
策
の
展
開
〇

三
月
前
期
の
プ
ロ
ィ
セ
ソ
に
お
け
る
「
杜
会
問
題
」
と
杜

　
会
政
策
お
よ
び
中
間
層
政
策
の
展
開
臼

　
北
野
正
一

寡
占
的
諸
行
動
と
マ
ク
ロ
的
影
響
に
つ
い
て

　
　
　
　
寡
占
価
格
論
へ
の
一
接
近

利
潤
と
剰
余
労
働

　
　
　
　
固
定
設
備
の
耐
用
年
数
の
決
定
を
中
心
に

｝
胃
５
ｏ
の
長
期
不
安
定
性
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
五
　
（
六
三
三
）

九
上
ハ

三
工
一

一
六
－
五
・
六

一
七
↓
一

一
八
－
一

三
一
－
五

二
六
－
六

二
八
工
一

一
茜
－
四

二
五
－
一

二
五
－
千
六



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

景
気
循
環
の
一
モ
デ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ハ
ー
宣

景
気
循
環
に
お
げ
る
新
旧
技
術
の
導
入
と
廃
棄
に
っ
い
て
二
七
工
一

景
気
循
環
の
形
態
に
関
す
る
比
較
動
学
的
分
析

研
究
ノ
ー
ト
　
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
意
義
と
限
界
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
（
河
野
快
晴
、
松
川
周
二
、
山
田
彌
氏

　
　
　
　
　
　
　
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
編
『
ケ
イ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
時
代
の
終
焉
』
を
め
ぐ
っ
て

〃
　
　
　
　
　
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
意
義
と
限
界
（
皿
）

　
　
　
　
　
　
　
（
河
野
快
晴
、
松
川
周
二
、
山
田
彌
氏

　
　
　
　
　
　
　
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
編
『
ケ
イ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
時
代
の
終
焉
』
を
め
ぐ
っ
て

独
占
的
諾
行
動
と
均
衡
経
路
の
不
安
定
性

北
村
元
一

二
重
経
済
の
諸
間
題

　
　
　
都
市
化
と
賃
金
較
差
の
問
題
を

　
　
　
中
心
と
し
て

木
原
正
雄

二
八
－
一

二
八
－
一

二
八
ー
二

二
八
↓
二
・
四
・
五

一
三
上
二
・
四

１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
六
　
（
六
三
四
）

広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て

　
　
　
　
杜
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展

広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）

　
　
　
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
の
生
成
と
発
展

広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）

　
　
　
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
の
生
成
と
発
展

広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）

　
　
　
　
杜
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展

杜
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展
（
承
前
）

　
　
　
　
「
労
働
支
出
の
法
則
」
に
つ
い
て
ー
－

　
木
村
一
夫

研
究
　
「
高
度
成
長
」
期
に
お
げ
る
農
山
村
の
変
容

　
　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
揖
斐
郡
旧
宮
地
村
の
調
査

〃
　
　
農
協
に
よ
る
経
営
受
託

　
　
　
　
　
　
　
大
垣
南
機
械
化
営
農
組
合
お
よ
び
第
一

　
　
　
　
　
　
機
械
化
営
農
組
合
の
場
合

一
０
１
困

ご
丁
一

三
－
四

三
－
二
一

茜
－
一

二
五
－
四

木
村
喜
一
郎

ツ
ア
イ
ス
エ
場

二
七
上
二

旨
丁
二



フ
オ
ー
ド
五
〇
年

紹
介
　
レ
ッ
テ
ル
商
品
に
つ
い
て
の
独
乙
文
献
二
・
三
の

　
　
　
　
紹
介

　
木
村
静
雄

立
命
館
在
職
三
十
五
年
を
ふ
り
か
え
っ
て

　
桑
原
幹
夫

資
料
　
割
賦
販
売
に
よ
る
未
実
現
総
利
益
の
貸
借
対
照
表

　
　
　
　
に
お
げ
る
表
示
に
つ
い
て

研
究
　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
割
賦
販
売
の
収
益
認
識
理
論

　
　
　
　
の
発
展
と
そ
の
現
実
的
基
礎

資
料
　
割
賦
販
売
の
契
約
不
履
行
お
よ
び
取
戻
し
商
品
の

　
　
　
　
会
計
処
理

　
　
　
　
　
　
　
と
く
に
串
』
・
ヨ
昌
員
の
所
説
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て

研
究
　
割
賦
販
売
会
計
に
お
げ
る
総
利
益
の
算
出
方
法

〃
　
　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
割
賦
販
売
の
営
業
諸
費
用
及

　
　
　
　
貸
倒
金
の
会
計
処
理
に
１
つ
い
て

〃
　
　
わ
が
国
に
，
お
け
る
割
賦
販
売
会
計
の
理
論

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
老
別
目
録

一
一
丁
七

五
エ
ニ

ニ
五
－
五
工
一

七
上
二

七
－
式

八
上
二

八
－
四

八
－
千
六

一
〇
１
五
エ
ハ

〃
　
　
わ
が
国
に
お
け
る
割
賦
販
売
会
計
の
理
論
（
続
）

　
甲
賀
光
秀

搾
取
論
・
剰
余
価
値
論
の
論
理

「
均
衡
蓄
積
軌
道
」
に
つ
い
て

『
独
占
資
本
主
義
分
析
』
試
論

巾
．
声
．
０
っ
Ｐ
昌
亮
巨
箏
ら
の
く
胃
×
批
判
に
つ
い
て

結
合
生
産
・
価
値
・
剰
余
価
値

　
　
　
　
寓
ｐ
員
剰
余
価
値
論
へ
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
批

　
　
　
　
判
に
つ
い
て

産
業
構
造
研
究
の
基
礎
視
角

　
小
島
昌
太
郎

株
式
会
杜
の
資
本
調
達

　
小
槍
山
政
克

研
究
ノ
ー
ト
　
最
近
の
ソ
連
学
界
に
お
げ
る
「
経
済
的
杜

　
　
　
　
　
　
　
会
構
成
体
」
の
研
究

労
働
価
値
論
と
需
要
供
給
の
間
題

平
均
利
潤
率
の
形
成
と
需
要
供
給
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
七
　
（
六
三
五
）

二
上
二

二
〇
工
一

三
－
一

一
…
１
三

二
四
－
一

一
茜
－
五
エ
ハ

ニ
八
上
二
・
甲
五

六
－
五

二
五
工
；

二
七
－
四

二
八
↓
二
・
甲
五



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
小
牧
聖
徳

研
究
　
『
特
殊
的
生
産
』
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
一
上
一

　
　
　
　
　
　
　
「
資
本
論
」
に
お
げ
る
保
管
費
・

　
　
　
　
　
　
　
運
輸
費
の
検
討

〃
　
　
利
子
生
み
資
本
の
変
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
四

　
　
　
　
　
　
　
近
代
的
銀
行
業
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

資
料
　
ア
ソ
リ
・
ド
ウ
ニ
『
マ
ル
ク
ス
と
資
本
主
義
経
済

　
　
　
　
に
お
げ
る
現
在
の
発
展
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
丁
二

研
究
　
貨
幣
資
本
の
造
出
と
そ
の
限
界
　
　
　
　
　
　
　
皇
－
五

ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
商
業
銀
行
の
間
偲
点
　
　
　
　
　
　
四
－
四

銀
行
機
能
の
史
的
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
工
一

戦
後
普
通
銀
行
政
策
の
基
本
的
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
五
－
六

戦
後
に
お
げ
る
大
銀
行
の
推
移
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
－
六

　
　
　
　
預
金
、
貸
出
、
証
券
、
借
入
を
中
心
と
し
て

貨
幣
取
扱
資
本
の
成
立
と
発
展
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
－
四

　
　
　
　
近
代
的
銀
行
業
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

中
央
銀
行
に
か
ん
す
る
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
上
二

価
値
尺
度
機
能
と
価
格
の
度
量
基
準
機
能
　
　
　
　
　
　
九
－
五

　
　
　
　
天
沼
説
へ
の
私
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
八
　
（
六
三
六
）

銀
行
資
本
の
本
質
と
そ
の
現
象

不
虹
銀
行
券
の
本
質

金
融
資
本
に
か
ん
す
る
一
考
察

金
融
資
本
の
検
討
（
上
）

金
融
資
本
の
検
討
（
下
）

学
界
動
向
　
金
融
学
会
昭
和
四
十
年
度
春
季
大
会

現
段
階
の
資
金
政
策

　
　
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
法
則
の
貫
徹

金
融
資
本
に
お
げ
る
信
用
と
国
家

産
業
資
金
と
国
家
資
金

銀
行
資
本
に
お
げ
る
観
念
論
批
判

　
　
　
　
研
究
方
法
と
の
関
連
に
お
い
て

現
代
貨
幣
資
本
の
検
討

　
　
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
の
貨
幣
資
本
供
給

イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
経
済
構
造

現
実
資
本
と
貨
幣
資
本
の
現
代
的
発
現

　
　
　
　
杜
会
的
動
向
と
主
体
的
発
現

銀
行
信
用
．
利
子
生
み
資
本
の
論
理
的
前
泰

　
　
　
　
信
用
論
批
判

戦
後
目
本
に
お
げ
る
現
実
資
本
と
貨
幣
資
本
の
展
開

　
　
　
　
量
的
指
標
と
法
則
の
貫
徹

一
〇
１
四

二
－
国

一
一
丁
四

一
一
一
丁
四

ご
一
丁
五

茜
－
一

茜
－
五

一
六
↓
一

；
工
一
一
・
四

一
八
↓
；

三
上
一

三
丁
一

…
１
二

衰
－
三
二

三
↑
四



公
信
用
の
展
開

　
　
　
　
信
用
、
利
子
生
み
資
本
お
よ
び
国
家
と
の
関
連

　
伍
賀
一
道

研
究
　
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
杜
外
工
労
働
者
の
集
積
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
水
島
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
事
例
的
研
究

　
後
藤
文
治

研
究
ノ
ー
ト
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準

　
　
　
　
　
　
　
方
式

〃
　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準

　
　
　
　
　
　
　
方
式
（
続
）

〃
　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準

　
　
　
　
　
　
　
方
式
（
続
）

〃
　
　
　
　
県
民
所
得
統
計
の
発
展
と
県
民
所
得
標
準

　
　
　
　
　
　
　
方
式
（
終
）

〃
　
　
　
　
　
わ
が
国
に
お
け
る
公
式
国
民
所
得
統
計
の

　
　
　
　
　
　
　
発
展
の
沿
革
に
関
す
る
年
表

後
藤
　
靖

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

二
八
－
一

三
丁
五
エ
ハ

一
八
－
五
エ
ハ

一
九
－
四

二
〇
１
困

一
…
１
四

量
－
手
六

反
民
権
論
と
そ
の
基
盤

　
　
－
土
佐
古
勤
王
党
の
分
析

反
民
権
論
と
そ
の
基
盤
（
二
）

自
由
党
の
危
機

土
佐
藩
郷
士
制
度
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
（
そ
の
一
）

土
佐
藩
郷
士
制
度
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）

資
料
　
和
歌
山
県
地
租
改
正
反
対
一
撰

士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て

士
族
反
乱
の
構
造
的
特
徴
に
つ
い
て
ｏ

地
租
改
正
反
対
一
撲
に
つ
い
て

民
権
運
動
研
究
の
課
題
と
方
法

学
界
動
向
　
一
九
六
五
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会

資
料
　
自
由
民
権
期
の
府
県
会
闘
争
い

　
　
　
　
　
　
　
参
事
院
・
裁
定
書

〃
　
　
白
由
民
権
期
の
府
県
会
闘
争
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
参
事
院
・
法
制
局
裁
定
書

手
嶋
教
授
の
人
柄
と
学
間

資
料
　
目
本
資
本
主
義
確
立
期
の
「
会
杜
」
お
よ
び
「
役

　
　
　
　
員
名
簿
」
い

〃
　
　
目
本
資
本
主
義
確
立
期
の
資
本
の
存
在
形
態
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
九
　
（
六
三
七
）

五
－
六

六
－
一

六
ｉ
五

七
－
三

七
－
五

九
－
一

一
〇
－
一

一
〇
工
一

一
三
－
四

一
四
－
一

一
四
－
二

二
↑
五
・
六

一
七
－
一

一
九
－
四

三
－
五

衰
－
四



〃〃〃〃〃〃

　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

目
本
資
本
主
義
確
立
期
の
資
本
の
存
在
彩
態
〇
　
二
六
－
一

目
本
資
本
主
義
確
立
期
の
資
本
の
存
在
形
態
臼
　
二
六
上
二

日
本
資
本
主
義
確
立
期
の
資
本
の
存
在
彩
態
陶
　
三
ハ
ー
四

日
本
資
本
主
義
確
立
期
の
資
本
の
存
在
移
態
斡
　
二
七
－
一

目
本
資
本
主
義
確
立
期
の
資
本
の
存
在
形
態
的
　
二
七
↓
一

目
本
資
本
主
義
確
立
期
の
資
本
の
存
在
形
態
向
　
二
七
－
四

斉
藤
　
博

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
財
政
論

　
祭
原
光
太
郎

企
業
の
指
導
原
則
と
し
て
の
収
益
性

経
営
に
お
げ
る
職
制
組
織

経
営
学
に
お
げ
る
労
務
の
考
察

経
営
設
備

経
営
に
お
げ
る
組
織
の
運
営

紹
介
　
Ｈ
・
Ｒ
ニ
フ
ィ
ト
編
『
経
営
の
本
質
』

〃
　
　
オ
ｉ
ト
メ
ー
シ
ョ
ソ
と
生
産
管
理

経
営
政
策
の
樹
立

八
－
四

一
－
四

一
－
平
六

四
－
一

四
－
四

四
－
六

五
↓
一

五
－
国

五
－
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
〇

資
料
　
計
算
機
・
オ
ペ
レ
ー
ツ
ヨ
ソ
ズ

　
　
　
　
型
計
画

管
理
に
お
げ
る
統
制
機
能

経
営
者
の
杜
会
的
責
任

マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
小
論
Ｈ

マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
小
論
ｏ

（
六
三
八
）

・
リ
サ
ー
チ
・
線

　
坂
野
光
俊

七
〇
年
代
地
方
財
政
の
特
徴
に
つ
い
て
Ｈ

　
坂
本
和
一

研
究
ノ
ー
ト
　
独
占
段
階
成
立
期
の
資
本
制
的
労
働
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
鋼
業
の
場
合

独
占
段
－
階
に
お
げ
る
独
自
的
・
資
本
制
的
生
産
様
式

独
占
段
階
に
お
げ
る
独
自
的
・
資
本
制
的
生
産
様
式
と
資

　
本
蓄
積
過
程

独
占
段
階
に
お
げ
る
独
自
的
・
資
本
制
的
生
産
様
式
の
移

　
成

　
　
　
　
八
幡
製
鉄
所
を
事
例
と
す
る
具
体
的
分
析
（
一
）

独
占
段
階
に
お
げ
る
独
自
的
・
資
本
制
的
生
産
様
式
の
捗

宣
－
六

七
－
六

八
上
二

九
上
二

九
－
国

二
六
－
一

一
八
工
；

一
九
－
一
・

一
九
上
一
一

一
九
－
五



　
成
（
続
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
１
一

　
　
　
　
八
幡
製
鉄
所
を
事
例
と
す
る
具
体
的
分
析
（
二
）

独
占
利
潤
論
の
論
理
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
１
二

　
　
　
　
『
資
本
論
』
の
論
理
規
定
具
体
化
の
一
つ
の
試

　
　
　
　
み

独
占
段
階
に
お
け
る
独
自
的
．
資
本
制
的
生
産
様
式
の
彩
一

　
成
（
続
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
上
二

　
　
　
　
八
幡
製
鉄
所
を
事
例
と
す
る
具
体
的
分
析
（
三
）

独
占
段
階
に
お
け
る
独
自
的
・
資
本
制
的
生
産
様
式
の
形

　
成
（
続
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
－
四

　
　
　
　
八
幡
製
鉄
所
を
事
例
と
す
る
具
体
的
分
析
（
四
）

現
代
巨
大
企
業
に
お
け
る
杜
会
的
労
働
過
程
の
プ
ロ
セ
ス

　
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
－
五
．
六

研
究
ノ
ー
ト
　
『
資
本
論
』
に
お
け
る
産
業
資
本
の
直
接

　
　
　
　
　
　
　
的
生
産
過
程
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
エ
ニ
．
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
資
本
論
』
第
一
都
、
第
二
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
四
篇
の
一
解
釈

現
代
巨
大
生
産
単
位
に
お
げ
る
労
働
者
臥
存
在
構
造
　
　
一
三
工
一
一
・
困

　
　
　
　
現
在
日
本
の
銑
鋼
一
貫
製
鉄
所
の
場
合

現
代
巨
大
生
産
単
位
の
生
産
方
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
丁
一

　
　
　
　
現
代
の
大
量
生
産
方
式
に
つ
い
て

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

現
代
巨
大
企
業
の
生
産
機
構

巨
大
企
業
分
析
と
「
生
産
の
集
積
」
概
念
の
展
開

研
究
ノ
ー
ト
　
現
代
資
本
主
義
の
生
産
力
発
展
段
階

資
料
　
現
代
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
業
の
生
産
構
造

　
坂
嵜
俊
雄

内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
上
）

　
　
　
　
大
阪
府
に
お
け
る
実
態
調
査
を
通
じ
て

内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
中
）

　
　
　
　
大
阪
府
に
お
け
る
実
態
調
査
を
通
じ
て

内
職
労
働
者
の
量
的
存
在
に
関
す
る
調
査
と
推
定
（
下
）

　
　
　
　
大
阪
府
に
お
げ
る
実
態
調
査
を
通
じ
て

経
営
統
計
の
基
本
問
題
に
か
ん
す
る
一
試
論

労
務
管
理
の
対
象

わ
が
国
最
低
賃
金
法
に
つ
い
て

人
口
と
就
業
状
況

　
　
　
　
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る

桜
井
富
雄

資
料
　
フ
レ
ヅ
ト

●

エ
ル
ス
ナ
ー

　
　
　
一
三

「
独
占
価
格
と
独
占
利

一
　
（
六
三
九
）

；
一
丁
四

一
茜
上
二

二
七
上
一

二
八
－
一

七
－
二

七
上
二

七
－
五

八
－
四

一
〇
１
一

一
〇
上
二

二
－
一
・
二



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
　
　
　
潤
」
（
吉
田
伸
雄
、
一
井
昭
氏
他
三
名
共
訳
）
　
一
六
－
二

　
佐
々
木
秀
太

研
究
　
独
占
価
格
の
実
態
と
方
法
論
的
諸
間
題
　
　
　
　
二
六
－
六

〃
　
　
価
格
体
系
と
価
値
法
則
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
－
二

　
童
田
晃
一

ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
六

　
　
　
　
そ
の
一
断
面

　
芝
池
靖
夫

書
評
　
中
国
官
僚
独
占
資
本
主
義
の
本
質
間
題
に
つ
い
て

　
　
　
　
（
松
野
昭
二
氏
と
の
共
同
執
筆
）
　
　
　
　
　
　
二
〇
１
五
エ
ハ

島
津
秀
典

『
帝
国
主
義
論
』
の
方
法
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
　
　
一
九
ー
ご

　
　
　
　
『
帝
国
主
義
論
』
に
お
げ
る
展
開
と
分
析

『
帝
国
主
義
論
』
に
お
げ
る
段
階
規
定
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
六

　
　
　
　
『
資
本
論
』
か
ら
『
帝
国
主
義
論
』
へ
の

　
　
　
発
展
と
関
連
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
一
（
六
四
〇
）

　
清
水
潤
也

資
料
　
フ
レ
ヅ
ト
・
エ
ル
ス
ナ
ー
「
独
占
価
格
と
独
占
利

　
　
　
　
潤
」
（
桜
井
富
雄
・
吉
田
伸
雄
氏
他
三
名
共
訳
）
一
六
－
二

　
清
水
憲
一

研
究
　
一
九
二
〇
年
代
造
船
業
に
お
げ
る
資
本
制
的
労
働

　
　
　
　
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
冨
－
五
・
六

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
造
船
所
を
中
心
に

〃
　
　
一
九
二
〇
年
代
に
お
げ
る
造
船
大
企
業
の
蓄
積
構

　
　
　
　
造
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
－
五
エ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
造
船
所
の
「
破
綻
」
を
事
例
と
し

　
　
　
　
　
　
　
て

　
清
水
貞
俊

欧
州
共
同
市
場
に
お
げ
る
若
干
の
問
題
点
　
　
　
　
　
　
八
－
一

研
究
　
欧
州
経
済
共
同
体
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
－
平
六

　
　
　
　
　
　
そ
の
「
超
国
家
的
」
性
格
を
め
ぐ
っ
て

〃
　
　
地
域
開
発
と
欧
州
投
資
銀
行
　
　
　
　
　
　
　
　
二
－
四

Ｅ
Ｅ
Ｃ
内
部
の
国
際
分
業
法
則
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
二
－
子
六

　
　
　
　
合
意
的
分
業
の
原
理
に
よ
造
て



Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
お
げ
る
資
本
移
動
自
由
化
並
び
に
企
業
提
携
と

　
そ
れ
に
附
随
す
る
諸
問
題

Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
共
通
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

目
本
の
近
代
化
過
程
に
お
げ
る
貿
易
構
造
の
変
化

比
較
生
産
費
説
の
展
開

武
藤
守
一
先
生
を
偲
ん
で

海
外
留
学
記
　
Ｅ
Ｃ
経
済
の
最
近
の
若
干
の
間
題
点

欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
Ｈ

欧
州
共
同
体
の
地
域
経
済
問
題
ｏ

欧
州
経
済
通
貨
同
盟
の
発
展

　
清
水
正
徳

「
労
働
の
疎
－
外
」
と
「
労
働
力
の
商
品
化
」

　
　
　
　
梯
明
秀
教
授
の
所
説
に
よ
せ
て

『
資
本
論
』
に
お
け
る
科
学
と
哲
学

　
　
　
　
梯
明
秀
教
授
の
所
説
に
よ
せ
て

　
白
杉
庄
一
郎

超
過
利
潤
と
差
額
地
代

　
　
　
　
向
坂
説
の
検
討

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

一
四
－
六

一
五
－
一

一
六
－
五
・
六

一
八
－
五
エ
ハ

一
九
－
五

一
茜
－
二

二
四
－
四

曼
－
一

二
七
－
六

二
－
千
六

三
－
五
エ
ハ

九
－
一

差
額
地
代
に
か
ん
す
る
剰
余
生
産
物
説

　
　
　
　
櫛
田
説
批
判

（
遺
稿
）
差
額
地
代
１
１
不
当
価
値
説

　
　
　
　
山
田
説
批
判

独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
経
済
成
長
の
限
界

　
　
　
　
（
遺
稿
「
剰
余
価
値
の
理
論
」
の
中
の
一
節
）

　
杉
野
囲
明

日
本
に
お
げ
る
鉄
道
政
策
の
展
開

　
　
　
　
と
く
に
第
一
次
大
戦
後
を
中
心
と
し
て

経
済
地
理
学
と
世
界
経
済

　
　
　
　
地
政
学
批
判

経
済
地
理
学
方
法
論
に
お
げ
る
「
経
済
地
域
」
に
っ
い
て

九
－
五

二
１
：
一

三
－
平
六

北
九
州
に
お
げ
る
工
業
立
地
と
土
地
利
用
問
題

伝
統
こ
げ
し
の
経
済
的
研
究

資
本
価
値
の
破
壊
に
関
す
る
若
干
の
問
題

ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
の
基
本
的
構
造
に
つ
い
て

資
料
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
一
）

翻
訳
　
Ｒ
・
ト
レ
ソ
ズ
「
国
内
貿
易
に
つ
い
て
」

人
口
流
出
と
地
域
的
産
業
構
成
の
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
二
　
（
六
四
一
）

一
九
工
一

一
九
－
四

二
〇
上
二

三
－
六

一
三
工
一

一
三
↓
二
・
困

…
ー
二

妻
－
千
六

三
↑
一

二
六
工
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

資
料
　
志
布
志
湾
漁
業
経
済
分
析
資
料
（
そ
の
二
）
　
　
二
六
－
五

「
地
域
主
義
」
な
る
も
の
へ
の
批
判
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
－
五

　
　
　
　
杉
岡
碩
夫
氏
の
所
説
に
つ
い
て

「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
二
八
上
一

　
　
　
　
玉
野
井
芳
郎
氏
の
所
説
に
つ
い
て

「
地
域
主
義
」
に
対
す
る
批
判
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
二
八
↓
二
・
甲
五

　
　
　
　
玉
野
井
芳
郎
氏
の
所
説
に
つ
い
て

　
杉
原
四
郎

河
上
肇
と
古
典
派
経
済
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
－
六

　
　
　
　
『
資
本
主
義
経
済
学
の
史
的
発
展
』
を

　
　
　
　
中
心
と
し
て

　
杉
本
昭
七

書
評
建
林
正
喜
著
『
外
国
貿
易
と
産
業
循
環
』

　
鈴
木
敏
正

翻
訳
　
バ
ル
ヴ
ス
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
Ｈ
（
大
藪

　
　
　
　
輝
雄
氏
と
の
共
訳
〔
以
下
同
〕
）

〃
　
　
バ
ル
ヴ
ス
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
ｏ

三
－
三

…
－
一
二

；
一
丁
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
四
（
六
四
二
）

〃
　
　
パ
ル
ヴ
ス
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
嘗

〃
　
　
バ
ル
ヴ
ス
『
世
界
市
場
と
農
業
恐
慌
』
的

　
佳
ノ
江
佐
一
郎

証
券
上
場
規
定
と
第
二
市
場

グ
ラ
ハ
ム
・
ド
ヅ
ド
に
お
げ
る
有
価
証
券
の
分
類

　
に
つ
い
て

ダ
ウ
理
叙
に
た
い
す
る
二
っ
の
批
判

証
券
価
値
論
へ
の
前
提

米
国
に
お
げ
る
株
価
論
争

　
　
　
　
米
国
上
院
銀
行
通
貨
委
員
会
に
お
げ
る

　
　
　
　
株
式
市
場
調
査
に
関
す
る
覚
書

株
式
投
資
論
の
構
造
に
つ
い
て

証
券
市
場
に
お
げ
る
取
引
の
客
体
と
し
て
の
有
価
証
券
の

　
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
上
）
．

無
額
面
株
式
試
論

紹
介
　
Ｊ
・
グ
ロ
ヂ
ソ
ス
キ
ー
に
お
げ
る
『
市
場
分
析
』

株
式
価
格
の
構
成
に
か
ん
す
る
二
つ
の
見
解

　
　
　
　
ド
ソ
ナ
ー
と
レ
フ
ラ
ー
の
ぽ
あ
い

Ｊ
．
Ｂ
・
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
の
「
投
資
価
値
理
論
」
に
お
げ

一
茜
上
一
一

毒
－
四

一
二
上
ニ

ヨ
丁
国

四
－
一

四
－
二

四
－
固

五
－
一

五
上
二

宣
－
四

五
－
五

六
上
二



　
る
株
価
分
析
の
構
造

株
価
分
析
の
重
要
性
に
。
つ
い
て

　
　
　
　
戦
後
目
本
に
お
げ
る
株
価
動
向
、
株
式
資
本
の

　
　
　
　
調
達
、
お
よ
び
株
主
株
式
の
分
布
と
の
関
係
を

　
　
　
　
一
つ
の
事
例
と
し
て

第
二
市
場
論
Ｈ

証
券
の
上
場
に
つ
い
て

証
券
分
析
の
証
券
投
資
理
論
に
お
げ
る
地
位

第
二
市
場
論
ｏ

地
方
証
券
取
引
所
の
諸
間
題
，

ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ソ
グ
に
お
げ
る
株
価
分
析

　
関
　
弥
三
郎

統
計
的
方
法
の
本
質

講
座

〃〃〃〃〃

統
計
調
査
法

任
意
標
本
調
査
法
（
一
）

任
意
標
本
調
査
法
（
二
）

任
意
標
本
調
査
法
（
三
）

任
意
標
本
調
査
法
（
四
）

任
意
標
本
調
査
法
（
五
）

　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

七
－
六

八
－
一

八
－
五
・

九
－
一

九
工
一

九
上
二

一
〇
↓
一

一
〇
上
二

一
－
一

一
上
二

一
－
四

一
丁
一

ニ
エ
ニ

一
丁
四

一
丁
六

六

紹
介
　
ソ
ヴ
ヱ
ト
に
お
げ
る
統
計
学
方
法
論
争

杜
会
統
計
学
に
お
げ
る
統
計
的
方
法
と
非
統
計
的
方
法

　
の
性
格

　
　
　
　
ジ
ー
ジ
ヱ
ヅ
ク
を
中
心
と
し
て

直
交
多
項
式
に
よ
る
傾
向
線
の
当
嵌
め

紹
介
　
Ｏ
・
モ
ス
ト
ニ
般
統
計
学
』

、
・
・
ユ
ソ
ヘ
ソ
・
景
気
調
査
法
と
そ
の
統
計
的
性
格

　
　
　
　
新
し
い
推
算
統
計
の
一
例

月
別
傾
向
線
の
当
嵌
め
方
法

直
線
傾
向
線
と
季
節
指
数
の
図
的
計
算

杜
会
統
計
に
お
げ
る
統
計
的
観
則
性
の
意
義
と
限
界

杜
会
統
計
に
お
げ
る
母
集
団
の
意
義

書
評
有
田
正
三
著
『
杜
会
統
計
学
研
究
』

県
外
か
ら
の
勤
労
所
得
に
よ
る
県
民
所
得
統
計
の
補
正

学
界
動
向
　
経
済
統
計
研
究
会
第
九
回
全
国
総
会

．
わ
が
国
の
出
生
性
比
の
上
昇
に
つ
い
て

武
藤
守
一
先
生
を
偲
ん
で

失
業
意
識
調
査
と
最
近
の
就
業
希
望
者
の
特
徴

実
体
分
布
と
度
数
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
五
（
六
四
三
）

一
一
丁
一

四
－
四

五
－
二

五
－
四

六
－
四

七
－
一

八
－
一

一
〇
↓
一

三
上
ニ

ニ
丁
四

一
四
ー
二

一
四
上
二

一
七
エ
ニ
・
四

一
九
－
五

三
－
一
二
・
四

一
茜
－
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

寄
与
率
に
つ
い
て
の
一
考
案
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
上
二

　
高
尾
忠
男

講
座
　
税
務
会
計
に
お
げ
る
貸
倒
準
備
金
の
繰
入
処
理
　
一
丁
二

研
究
税
務
会
計
上
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
エ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
ダ
ッ
ク
シ
ョ
ソ
を
中
心
と
し
て

〃
　
　
内
部
索
制
組
織
の
弱
点
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
一
丁
六

研
究
　
税
務
監
査
の
目
標
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
三
上
二

　
　
　
　
税
務
会
計
と
財
務
監
査
を
基
底
と
し
て

税
務
監
査
を
め
ぐ
る
若
干
の
間
題

税
務
に
お
け
る
監
査
の
在
り
方

イ
ソ
ヴ
ェ
ソ
ト
ゥ
リ
・
リ
ザ
ー
ヴ
に
関
す
る
吟
味

貸
借
対
照
表
監
査
と
損
益
計
算
書
監
査

　
高
木
幸
二
郎

『
資
本
論
』
と
「
競
争
」
論

　
高
橋
良
三

教
父
的
お
よ
び
ス
コ
ラ
的
所
有
観

ル
ネ
サ
ソ
ス
・
レ
フ
ォ
ル
マ
チ
ォ
ソ
期
に
お
け
る
所
有

四
－
四

五
－
五

六
－
六

七
－
六

一
三
－
一
二
・
四

一
－
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
六
　
（
六
四
四
）

　
観
（
上
）

正
義
の
座
と
し
て
の
自
然
法
思
想
の
展
開
（
上
）

正
義
の
座
と
し
て
の
自
然
法
思
想
の
展
開
（
下
）

正
義
の
担
い
手
と
し
て
の
国
家
と
杜
会

書
評
　
カ
ー
ル
・
ビ
ュ
ヒ
ア
ー
『
国
民
経
済
進
化
論
』

　
　
　
　
第
二
集

　
　
　
　
　
　
　
淡
川
康
一
教
授
の
訳
業
に
つ
い
て

経
済
と
政
治
に
お
げ
る
自
由
の
展
生
Ｈ

　
　
　
　
そ
の
史
的
概
観

経
済
と
政
治
に
お
げ
る
自
由
の
展
生
ｏ

　
　
　
　
そ
の
史
的
概
観

経
済
に
お
げ
る
国
家
の
問
題
Ｈ

経
済
に
お
げ
る
国
家
の
問
題
ｏ

　
高
見
沢
茂
治

東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
振
興
と
経
済
開
発
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
カ
ソ
ト
リ
ー
・
ダ
メ
ィ
ー
ジ
に
つ
い
て

　
田
坂
敏
雄

研
究
　
タ
イ
地
主
制
下
の
米
価
間
題

一
丁
四

五
－
五

五
－
六

六
－
四

七
－
一

二
上
二

三
－
一

三
－
四

三
－
一
・
二

一
－
予
六

四
－
四

…
１
量



翻
訳

研
究

イ
ソ
グ
ラ
ム
「
タ
イ
の
米
価
問
題
」

タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理

　
　
　
　
タ
イ
中
部
の
農
家
経
済
の
分
析
を

　
　
　
　
中
心
と
し
た
試
論

建
林
正
喜

自
然
成
長
率
に
か
ん
す
る
覚
え
書

不
安
定
性
原
理
に
つ
い
て

書
評
　
梅
津
和
郎
著
『
現
代
国
際
経
済
理
論
』

不
均
等
発
展
と
不
均
衝
発
展
（
そ
の
１
）

不
均
等
発
展
と
不
均
衡
発
展
（
そ
の
２
）
（
完
）

資
料
　
工
業
都
市
の
市
民
所
得

〃
　
　
商
業
都
市
の
市
民
所
得

学
界
動
向
　
第
十
四
回
都
市
学
会

実
現
理
論
と
し
て
の
成
長
理
論

　
　
　
　
ハ
ロ
ッ
ド
い
ド
ー
マ
ー
・
モ
デ
ル
の

　
　
　
　
一
つ
の
解
釈

資
料
　
近
代
経
済
学
に
お
け
る
数
学
利
用

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
問
題
意
識
と
利
用
方
法
（
弓
ま

　
　
　
　
　
　
　
寄
ま
Ｏ
奉
Ｏ
｛
冒
Ｏ
昌
ま
８
竃
｛
Ｃ
つ
華

　
　
　
　
　
　
　
饒
Ｏ
Ｄ
饒
易
．
オ
Ｏ
く
．
畠
邊
の
シ
ム
ポ
ジ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
ム
を
回
顧
し
て
）

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

二
五
－
一

二
六
上
二

三
－
一
・
二

；
１
六

一
四
工
一

一
四
－
四

一
四
、
六

三
－
五
工
一

ニ
ハ
ｉ
一

二
↑
一

一
八
－
至
ハ

一
九
－
三

マ
ル
ク
ス
経
済
学
に
お
げ
る
数
学
利
用

　
　
　
　
そ
の
問
題
意
識
と
基
礎
に
つ
い
て

国
家
・
外
国
貿
易
と
再
生
産

　
　
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
分
析
の
た
め
の
準
備
ノ
ー

　
　
　
　
ト

独
占
利
潤
の
法
則
と
世
界
市
場
恐
慌

　
　
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
分
析
の
た
め
に

「
総
供
給
価
格
」
考

　
　
　
　
Ｅ
ｌ
Ｋ
分
析
か
ら
Ｄ
ｌ
Ｚ
分
析
へ

経
済
学
研
究
四
十
年
を
回
顧
し
て

晴
丸
さ
ん
の
想
い
出

乗
数
理
論
の
「
う
そ
」
と
「
ま
こ
と
」

　
田
中
宏
道

研
究
　
第
二
次
大
戦
後
の
米
国
に
お
け
る
産
業
循
環
の
法

　
　
　
　
則
と
各
局
面
の
形
態
に
つ
い
て

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ソ
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
の
背
景
と
金
融

　
資
本
概
念
に
つ
い
て

三
一
七
（
六
四
五
）

一
九
－
六

二
〇
上
一
一

二
〇
－
四

…
↓
一

…
１
三
・
四

；
丁
五
工
一

；
丁
一

；
丁
干
六

妻
－
四



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
田
中
米
一

経
営
分
析
の
新
し
い
概
念
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
↓
二

　
津
島
陽
子

紹
介
　
　
「
毘
代
自
主
管
理
論
の
動
向
　
　
マ
ソ
デ
ル
の
自

　
　
　
　
主
管
理
論
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
↓
二
・
四

現
代
自
主
管
理
論
と
民
主
主
義
の
諾
間
題
　
　
　
　
　
　
；
丁
一

　
　
　
　
バ
ソ
カ
ー
ル
の
民
主
主
義
論

紹
介
　
最
近
の
西
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ソ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
ガ

　
　
　
　
主
管
理
運
動
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衰
－
四

一
八
四
〇
年
代
後
半
に
お
げ
る
マ
ル
ク
ス
の
経
済
学
研
究

　
の
特
徴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
量
ｉ
芋
六

プ
ル
ー
ド
ソ
信
用
論
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
－
二

　
　
　
　
交
換
銀
行
論
と
そ
の
経
済
学
的
基
礎
理
論
に
つ

　
　
　
　
い
て

　
辻
　
和
夫

紹
介
　
Ｗ
・
ア
ダ
ム
ス
、
Ｈ
・
Ｍ
・
グ
レ
イ
『
ア
メ
リ
カ

　
　
　
　
に
お
げ
る
国
家
と
独
占
』
　
　
　
　
　
　
　
　
七
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
八
　
（
六
四
六
）

研
究
　
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
英
国
公
共
企
業
体
の
研
究

〃
　
　
国
有
企
業
経
営
管
理
機
構
論
序
説
（
そ
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
英
国
公
共
企
業
体
の
研
究

冒
き
〒
■
ｇ
易
契
約
に
つ
い
て

　
　
　
　
国
家
と
独
占
資
本
と
の
合
体
の
一
例
証

研
究
　
国
有
企
業
価
格
政
策
論
争
に
つ
い
て

　
津
ノ
国
長
四
郎

財
務
諸
表
の
分
析
に
お
げ
る
基
礎
的
一
間
題

　
　
　
　
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン

　
　
　
　
に
つ
い
て

会
計
学
上
に
所
謂
発
生
主
義
と
実
現
主
義
に
関
す
る
若
干

　
の
考
察

　
　
　
　
発
生
主
義
と
発
生
主
義
の
会
計
に
つ
い
て

減
価
償
却
と
客
観
性
の
要
請

発
生
主
義
の
会
計
に
お
げ
る
実
現
主
義
の
問
題

ア
メ
リ
カ
に
於
げ
る
会
計
理
論
と
実
践
の
展
開

　
角
山
　
栄

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造

七
－
五

七
－
六

八
エ
ニ

九
－
五

一
ー
二

二
上
ハ

旨
丁
五

三
－
七

国
－
国

一
〇
↓
二



ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
羊
毛
工
業
の
抑
圧
　
　
　
　
　
　
　
　
二
－
一
．
ニ

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
論

　
鶴
谷
利
一

資
料
　
フ
レ
ヅ
ト
・
エ
ル
ス
ナ
ー
「
独
占
価
格
と
独
占
利

　
　
　
　
潤
」
（
桜
井
富
雄
・
吉
田
伸
雄
氏
他
三
名
共
訳
）
一
六
工
一

　
手
島
正
毅

現
代
資
本
主
義
と
利
潤
率
傾
向
的
低
落
の
法
則
　
　
　
　
三
上
二

　
　
　
　
独
占
と
技
術
革
新

国
家
独
占
資
本
主
義
の
研
究
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
－
二
．

利
潤
率
低
下
の
阻
止
要
因
と
し
て
の
独
占
の
意
義
と
隈
界
一
五
－
一

　
　
　
　
私
的
独
占
よ
り
国
家
独
占
へ
の

　
　
　
　
移
行
法
則
と
し
て

過
渡
期
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
の
諸
形
態
　
　
　
　
　
一
六
－
五
．
六

資
料
　
中
国
に
お
げ
る
国
家
資
本
主
義
・
賃
金
制
度
に
か

　
　
　
　
ん
す
る
諸
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
－
一

　
　
　
　
　
　
　
往
復
書
簡
の
抜
粋

高
度
経
済
成
長
過
程
に
お
げ
る
『
自
動
安
定
装
置
』
と
国

　
家
所
有
（
素
描
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
－
五
．
六

　
　
　
　
戦
後
目
本
経
済
の
発
展
過
程
へ
の

　
　
　
　
そ
の
具
体
的
適
用

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

遺
稿
　
私
の
履
歴
書

　
寺
島
　
　
平

研
究
　
保
険
差
益
の
会
計
処
理
に
つ
い
て
春
干
の
考
察

資
料
　
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
価
額
指
数
構
成
方
法

研
究
　
棚
卸
資
産
評
価
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
現
行
税
法
を
め
く
っ
て

〃
　
　
原
価
管
理
に
お
け
る
原
価
計
算
課
の
機
能

資
料
　
原
価
管
理
に
お
け
る
原
価
計
算
の
役
割

研
究
　
　
「
標
準
原
価
計
算
」
に
関
す
る
若
干
の
考
察

い
わ
ゆ
る
ダ
イ
レ
ク
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ソ
グ
の
吟
味

資
料
　
小
規
模
企
業
組
織
に
適
用
さ
れ
る
原
価
管
理

損
益
分
岐
図
表
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　
そ
の
信
頼
性
と
有
用
性
に
つ
い
て

　
出
口
勇
蔵

『
そ
の
意
欲
だ
に
あ
ら
ぱ
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
は
万
国
を
凌
が

　
ん
』

　
　
　
　
ヘ
ル
ニ
ク
研
究
序
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
九
（
六
四
七
）

一
九
－
四

一
上
一

一
上
二

二
上
二

一
二
上
一

一
一
丁
五

一
二
－
六

四
－
四

宣
上
二

八
－
五
エ
ハ

＝
１
二
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
東
郷
　
久

研
究
　
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
生
産
力
構
造
と
公
共
投
資
二
五
－
千
六

　
　
　
　
　
　
　
「
高
度
成
長
」
下
の
港
湾
投
資
対
象
を

　
　
　
　
　
　
　
例
と
し
て

〃
　
　
財
政
危
機
下
の
総
需
要
抑
制
策
と
景
気
浮
揚
策
に

　
　
　
　
関
す
る
一
考
察

遠
山
茂
樹

書
評
　
後
藤
靖
著
『
士
族
反
乱
の
研
究
』

　
戸
木
田
嘉
久

石
炭
危
機
の
本
質
と
石
茨
調
査
団
の
隈
界

最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造
（
上
）

最
近
の
資
本
蓄
積
と
低
賃
金
構
造
（
下
）

「
産
業
革
命
」
以
前
に
お
げ
る
石
炭
鉱
業
の
彩
成

　
　
　
　
目
本
炭
鉱
労
働
者
状
態
史
の
た
め
の
覚
書
０
Ｄ

戦
後
炭
鉱
労
働
運
動
の
展
開
過
程
Ｈ

戦
後
炭
鉱
労
働
運
動
の
展
開
過
程
ｏ

学
界
動
向
　
杜
会
政
策
学
会
第
三
六
回
大
会

研
究
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状

三
↑
六

二
↑
千
六

二
－
四

；
１
一
二

三
－
四

一
五
工
一

一
六
－
一

一
六
－
五
工
一

＝
ハ
ー
五
・
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
〇
　
（
六
四
八
）

　
　
　
　
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
川
端
久
夫
氏
と
の
共

　
　
　
　
同
執
筆
）

〃
　
　
関
西
地
方
在
住
の
炭
鉱
離
職
者
の
就
労
と
生
活
状

　
　
　
　
態
に
関
す
る
調
査
報
告
（
続
）
（
川
端
久
夫
氏

　
　
　
　
と
の
共
同
執
筆
）

労
働
貴
族
論
に
か
ん
す
る
若
干
の
覚
書

翻
訳
　
フ
ラ
ソ
ス
に
お
げ
る
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
権

　
　
　
　
利
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ソ
ス
労
働
総
同
盟
『
ポ
ケ
ッ
ト
法

　
　
　
　
　
　
　
律
便
覧
』
か
ら

”
　
　
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
権

　
　
　
　
利
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ソ
ス
労
働
総
同
盟
『
ポ
ケ
ッ
ト
法

　
　
　
　
　
　
　
律
便
覧
』
か
ら

〃
　
フ
ラ
ソ
ス
に
お
げ
る
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
権

　
　
　
　
利
嘗

　
　
　
　
　
　
　
フ
ラ
ソ
ス
労
働
総
同
盟
『
ポ
ケ
ヅ
ト
法

　
　
　
　
　
　
　
律
便
覧
』
か
ら

　
豊
崎
　
稔

書
評
　
手
島
正
毅
教
授
著
『
目
本
国
家
独
占
資
本
主
義

一
九
－
五

一
一
〇
１
五
・
六

一
三
－
五
エ
ハ

ニ
四
－
四

一
茜
－
五
エ
ハ

二
五
－
一



　
　
　
　
論
』

　
中
埜
　
肇

学
界
動
向
　
へ
－
ゲ
ル
・
コ
ソ
グ
レ
ス
報
告

　
中
村
萬
次

ア
メ
リ
カ
独
占
体
の
財
務
構
造

　
長
砂
　
実

書
評
　
小
野
一
郎
・
篠
原
三
郎
編
『
杜
会
主
義
的
所
有
と

　
　
　
　
管
理
』

　
西
村
正
幸

Ａ
・
デ
・
ヴ
ィ
テ
ィ
・
デ
・
マ
ル
コ
の
財
政
理
論

　
　
　
　
そ
の
公
共
財
生
産
理
論
を
中
心
と
し
て

　
長
谷
部
文
雄

『
資
本
論
』
初
版
以
後
と
そ
の
各
国
に
お
け
る
普
及
状
況

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
老
別
目
録

一
六
上
干
四

一
九
－
四

一
〇
１
四

一
孟
－
四

一
七
－
一
二
・
四

一
六
エ
ニ
・
四

　
服
部
俊
治

減
価
償
却
に
お
け
る
更
新
機
会

　
　
　
０
８
『
鷺
↓
胃
げ
Ｏ
お
｝
氏
の

　
　
　
減
価
償
却
論
研
究
ｏ

研
究
資
本
予
算
と
減
価
償
却

　
　
　
　
　
　
投
資
利
益
率
に
及
ぽ
す
加
速
的
減
価
償

　
　
　
　
　
　
却
の
効
果

　
浜
崎
正
規

研
究
○
・
｝
・
弓
毫
一
８
の
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に
お
げ

　
　
　
　
る
「
帝
国
主
義
論
」
「
杜
会
階
級
論
」
の
位
置

　
　
　
づ
け
に
つ
い
て

紹
介
　
Ｃ
・
Ｓ
・
ソ
ロ
ー
「
資
本
主
義
過
程
に
お
げ
る
革

　
　
　
新
」

　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
理
論
の
批
判

研
究
　
「
企
業
者
」
と
資
本
主
義
過
程
の
「
革
新
」
に
つ

　
　
　
　
い
て

　
　
　
　
　
　
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
の
主
要
問
題

〃
　
　
シ
ュ
ム
ベ
ー
タ
ー
経
済
学
の
方
法
論
的
一
考
察

紹
介
　
Ｃ
・
ワ
ー
バ
ー
ト
ソ
「
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
学
説
に

　
　
　
　
お
げ
る
貨
幣
お
よ
び
景
気
変
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
一
　
（
六
四
九
）

九
－
二

一
〇
１
一

一
丁
一

二
上
ニ

ニ
ー
四

一
一
丁
二

三
－
四



研
究

　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

景
気
変
動
理
論
に
つ
い
て
の
一
試
論
　
　
　
　
　
三
－
六

　
　
　
　
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
を
め
ぐ
っ
て

資
料
　
丁
・
Ｂ
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ソ
方
法
論
の
論
難

紹
介
　
Ｇ
・
Ｊ
・
ス
チ
グ
ラ
ー
「
科
学
的
進
歩
に
お
げ
る

　
　
　
　
独
創
性
の
性
格
と
役
割
」

〃
　
　
Ｍ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
『
Ｌ
・
ワ
ル
ラ
ス
と
彼
の
経

　
　
　
　
済
学
体
系
』

資
料
　
Ｆ
・
ハ
ー
ビ
ソ
ソ
「
経
済
発
展
に
お
げ
る
要
因
と

　
　
　
　
し
て
の
企
業
者
組
織
」

Ｇ
・
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
の
低
発
展
国
開
発
論

低
発
展
国
開
発
論
を
め
ぐ
る
原
理
的
一
間
題

　
　
　
　
Ｐ
・
Ｔ
・
バ
ウ
ア
ー
氏
の
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
批
判

Ｇ
・
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
の
価
値
判
断
論

発
展
戦
略
の
再
検
討

　
　
　
　
低
開
発
国
の
発
展
拠
点
の
間
題

「
地
域
開
発
」
論
序
説

　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
「
杜
会
開
発
」
問
題
と
の
関
連
で

学
界
動
向
　
目
本
経
済
政
策
学
会
第
二
十
二
回
大
会

資
料
　
労
働
力
不
足
と
中
小
企
業
の
実
態
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
近
畿
地
方
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
中

　
　
　
　
　
　
　
心
と
し
て

四
上
二

四
－
六

早
－
四

六
ー
二

七
上
二

八
上
二

一
〇
上
二

三
－
二
一

：
丁
六

茜
ー
二

一
五
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
二
　
（
六
五
〇
）

〃
　
　
労
働
力
不
足
と
中
小
企
業
の
実
態
ｏ

　
　
　
　
　
　
近
畿
地
方
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
中

　
　
　
　
　
　
心
と
し
て

ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
お
げ
る
「
ヶ
イ
ソ
ズ
革
命
」
論
考

シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
・
モ
デ
ル
の
再
検
討
（
上
）

　
　
　
　
開
発
理
論
彫
成
の
た
め
の

　
　
　
　
適
応
論
争
を
め
ぐ
っ
て

研
究
ノ
ー
ト
　
Ｊ
・
Ｋ
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
『
不
確
実
性
の

　
　
　
　
　
　
時
代
』
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
要
著
作
と
の
位
置
づ
け
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
っ
て

近
代
経
済
学
に
お
げ
る
科
学
性
・
客
観
性
論

　
朴
　
守
鉱

韓
国
の
工
業
化
過
程

　
　
　
　
解
放
後
の
間
題
を
中
心
に
し
て

一
五
↓
一

一
五
－
四

一
七
↓
二
・
固

二
七
上
二

二
八
－
一
二
・
四
・
五

三
－
五

　
口
南
田
静
真

帝
国
主
義
論
と
「
二
つ
の
道
」
論

　
　
　
　
ス
ク
ヴ
ォ
ル
ツ
ォ
ー
フ
ー
ー
ス
チ
ェ

　
　
　
　
場
合

バ
ー
ノ
フ
の

…
１
千
六



平
井
俊
彦

「
梯
経
済
哲
学
」

を
生
か
す
も
の

　
平
瀬
巳
之
吉

白
杉
独
占
理
論
の
構
造

　
　
　
　
特
別
剰
余
価
値
は
独
占
利
潤
の
源
泉
で
あ
り
う

　
　
　
　
る
か

書
評
　
岡
崎
栄
松
『
資
本
論
研
究
序
説
』

二
－
至
一

二
－
一
・
二

一
七
－
一

　
平
田
隆
夫

書
評
　
労
働
問
題
に
関
す
る
新
著
二
つ
　
　
　
　
　
　
　
一
－
四

　
　
　
Ｈ
　
米
国
連
邦
労
働
省
編
”
米
国
労
働
運
動
小
史
。

　
　
　
　
　
一
九
五
一

　
　
　
〇
　
国
際
労
働
局
編
”
永
続
的
平
和
　
　
国
際
労

　
　
　
　
　
働
機
関
の
進
路
。
一
九
五
一

労
働
協
約
と
杜
会
保
障
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
五
エ
ハ

世
界
労
連
の
結
成
と
分
裂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
－
七

経
営
参
加
と
労
働
協
約
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
ｉ
四

ア
メ
リ
カ
労
働
組
合
運
動
の
戦
線
統
一
　
　
　
　
　
　
　
五
－
二

　
　
　
　
Ａ
Ｆ
Ｌ
と
Ｃ
Ｉ
Ｏ
の
合
同
に
つ
い
て

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

書
評
声
司
－
と
Ｏ
Ｈ
○
の
合
同
を
め
ぐ
る
論
議

　
　
　
　
　
－
Ｉ
ｌ
声
ユ
プ
自
Ｈ
。
］
、
．
Ｏ
ｏ
巨
げ
ｏ
『
讐
　
声
句
－
１
０
Ｈ
○

　
　
　
　
　
　
■
註
冒
弓
ま
＆
．
オ
署
ま
昇
旨
Ｏ

　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｈ
｝
事
１
｝
－
－
団
ｏ
◎
斥
　
Ｏ
◎
．
一
　
Ｈ
ｂ
ｏ
．
　
Ｈ
ｏ
岬
Ｐ

　
　
　
　
　
　
邑
－
ｃ
ｏ
お
ｏ
ｐ
を
読
む

大
学
と
労
働
者
教
育

西
独
の
労
働
者
教
育

　
藤
岡
純

研
究
　
重
化
学
工
業
資
本
の
強
蓄
積
と
租
税
政
策

〃
　
　
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
と
戦
後
日
本
の
資
本
蓄
積

〃
　
　
目
本
資
本
主
義
の
発
展
と
シ
ャ
ウ
プ
勧
告

〃
　
　
現
代
目
本
企
業
税
制
の
諾
要
因

〃
　
　
行
政
事
務
再
配
分
に
お
け
る
総
合
化
原
則

　
　
　
　
　
　
現
代
地
方
財
政
論
序
説

　
藤
谷
謙
二

住
民
税
論

　
船

資
料

越
　
　
弘

経
営
管
理
と
管
理
会
計

　
　
　
　
ゲ
ェ
ヅ
ツ
の
所
論
を
中
心
と
し
て

六
上
二

一
〇
上
二

二
丁
五
エ
ハ

二
四
↓
二

量
工
；

二
五
－
五
エ
ハ

三
一
－
五

二
七
－
五

旨
丁
七

四
－
六

三
二
三
　
（
六
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
．
四
．
五
合
併
号
）

管
理
会
計
の
経
営
的
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
－
四

振
津
純
雄

翻
訳
　
西
ド
イ
ツ
経
済
の
軍
事
化

〃
　
　
西
ド
イ
ツ
農
業
に
お
げ
る
国
家
独
占
資
本
主
義

〃
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
経
済

　
　
　
　
学
の
機
能

　
保
志
　
拘

再
生
産
論
と
地
代
論

　
　
　
　
農
業
危
機
把
握
と
止
揚
の
理
論
的
一
基
準

　
細
見
　
英

研
究
　
く
疎
外
さ
れ
た
労
働
Ｖ
の
概
念
Ｈ

〃
　
　
〈
疎
外
さ
れ
た
労
働
Ｖ
の
概
念
Ｏ

資
料
　
Ｊ
・
ミ
ル
『
政
治
経
済
学
綱
要
』
へ
の
批
判
的
評

　
　
　
　
注

　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
の
最
初
の
経
済
学
研
究
よ
り

へ
ー
ゲ
ル
市
民
杜
会
論
と
マ
ル
ク
ス

三
上
干
四

；
丁
千
六

量
－
四

；
丁
干
六

九
－
一

九
ー
二

一
〇
１
四

二
－
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
四
　
（
六
五
二
）

書
評
　
杉
原
四
郎
著
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
彩
成
』
　
　
　
三
－
一
．
二

学
界
動
向
　
経
済
学
史
学
会
関
西
部
会
第
四
〇
回
研
究
会
豆
－
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
げ
る
く
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
科
学
Ｖ
・
〈
論
理
と
歴
史
Ｖ

〃
　
　
　
　
経
済
学
史
学
会
第
三
一
回
大
会
　
　
　
　
　
一
六
－
宜
．
六

紹
介
　
『
経
哲
草
稿
』
第
一
草
稿
の
執
筆
順
序
　
　
　
　
一
九
上
一
一

　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
・
ー
ニ
フ
ー
ピ
ソ
論
文
の
紹
介

堀
江
保
蔵

書
評
　
足
立
政
男
著
『
丹
後
機
業
史
』

　
松
川
周
二

価
格
不
確
実
性
下
の
完
全
競
争
企
業

・
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
分
析
に
関
す
る
一
試
論
（
河
野
快

　
晴
氏
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
マ
ク
ラ
ッ
ケ
ソ
・
グ
ル
ー
プ
報
告
書

　
　
　
　
に
よ
せ
て

寡
占
企
業
の
最
適
広
告
支
出
に
関
す
る
小
論

研
究
ノ
ー
ト
　
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
意
義
と
限
界
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
彌
、
北
野
正
一
、
河
野
快
晴
氏

三
－
一
・
二

三
ハ
ー
一

二
七
－
一

二
七
上
二



〃

と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
編
『
ケ
イ
ソ

　
　
　
　
ズ
時
代
の
終
焉
』
を
め
ぐ
っ
て

ヶ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
意
義
と
限
界
（
１
）

　
（
山
田
彌
、
北
野
正
一
、
河
野
快
晴
氏

と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
編
『
ケ
イ
ソ

　
　
　
　
ズ
時
代
の
終
焉
』
を
め
ぐ
っ
て

二
八
－
一

二
八
工
一

　
松
田
弘
三

ド
ッ
ブ
恐
慌
論
の
検
討

　
　
　
　
恐
慌
論
の
基
本
間
題
に
つ
い
て
Ｈ

ス
ウ
ィ
ー
ジ
ｉ
恐
慌
論
の
批
判

　
　
　
　
恐
慌
論
の
基
本
問
題
に
１
つ
い
て
Ｏ

講
座
　
剰
余
価
値
説
の
成
立
過
程
（
一
）

〃
　
　
剰
余
価
値
説
の
成
立
過
程
（
二
）

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
成
立
過
程
に
か
ん
す
る
一
考
察

　
　
　
　
剰
余
価
値
論
の
生
成
を
中
心
と
し
て

研
究
　
資
本
蓄
積
お
よ
び
恐
慌
に
か
ん
す
る
リ
ヵ
－
ド
の

　
　
　
　
理
論
と
セ
ー
の
市
場
法
則

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

一
－
平
六

一
丁
二

一
丁
五

二
－
六

一
二
－
一

五
－
一

リ
カ
ｉ
ド
の
絶
対
価
値
論
に
つ
い
て

　
　
　
　
「
絶
対
価
値
と
交
換
価
値
」
（
一
八
二
三
年
）
を

　
　
　
　
中
心
と
し
て

資
料
　
労
働
価
値
説
と
史
的
唯
物
論
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
ゼ
ソ
ベ
ル
グ
『
初
期
マ
ル
ク
ス
経

　
　
　
　
　
　
　
済
学
説
の
形
成
』
に
。
よ
せ
て

オ
ー
ウ
ェ
ソ
主
義
の
生
成

　
　
　
　
ニ
ュ
ー
・
ラ
ナ
ー
ク
実
験
と
工
場
法
運
動

オ
ー
ウ
ェ
ソ
主
義
の
成
立

　
　
　
　
一
八
一
五
年
恐
慌
と
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ソ

オ
ー
ウ
ェ
ソ
主
義
の
完
成

　
　
　
　
『
ラ
ナ
ー
ク
州
へ
の
報
告
』
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
オ
ー
ウ
ェ
ソ
の
経
済
思
想

労
働
価
値
論
の
生
成
に
か
ん
す
る
一
考
察

　
　
　
　
そ
の
自
然
価
格
論
と
の
関
連
を
中
心
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
経
済
学
史
研
究
の
現
状
一
斑
Ｈ

　
　
　
　
ヶ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
お
げ
る
そ
の
近
況
を
中

　
　
　
　
心
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
に
お
げ
る
経
済
学
史
研
究
の
現
状
一
斑
ｏ

　
　
　
　
ケ
ム
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
お
げ
る
そ
の
近
況
を
中

　
　
　
　
心
と
し
て

独
占
的
剰
余
価
値
と
価
値
・
価
格
理
論

　
　
　
　
平
瀬
教
授
の
白
杉
独
占
理
論
批
判
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
五
　
（
六
五
三
）

五
上
一

六
－
四

七
－
二

七
－
四

八
－
一

八
－
一
一

二
上
二

二
－
四

二
－
平
六

Ｌ



立
命
館
経
済
学

（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
松
野
昭
二

「
土
地
報
酬
」
に
か
ん
す
る
基
本
的
考
察

　
　
　
　
中
国
農
業
の
集
団
化
・
農
業
生
産
協
同
組
合
に

　
　
　
　
お
げ
る
特
徴
の
解
明
の
た
め
に

農
村
人
民
公
杜
の
所
有
制
と
発
展
構
造

　
　
　
　
「
生
産
隊
を
基
本
と
す
る
三
級
所
有
制
」

中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
い

　
　
　
　
工
・
農
業
関
係
の
発
展
を
中
心
と
し
て

中
国
国
民
経
済
の
発
展
過
程
ｏ

　
　
　
　
工
・
農
業
関
係
の
発
展
を
中
心
と
し
て

資
料
董
輔
励
「
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
の
具
体
化
に
つ

　
　
　
　
い
て
の
試
論
」

　
　
　
　
　
　
　
杜
会
的
生
産
物
の
生
産
と
使
用
の
統
一

　
　
　
　
　
　
　
的
角
度
か
ら

〃
　
　
董
輔
祀
「
こ
と
な
る
拡
大
再
生
産
の
途
の
下
で
の

　
　
　
　
杜
会
主
義
的
再
生
産
の
比
例
関
係
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
の
具
体
化
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
い
て
の
再
論

〃
　
　
董
輔
祀
「
生
産
物
の
分
配
・
使
用
と
二
部
門
比
例

八
－
平
六

一
〇
１
三

二
－
困

三
－
一

三
－
四

三
－
昌

書
評

資
料

資
料

書
評

三
二
六
　
（
六
五
四
）

　
と
の
関
係
」

　
　
　
　
プ
ル
ク
ス
再
生
産
表
式
の
具
体
化
に
つ

　
　
　
　
い
て
の
検
討
（
第
三
部
）

今
堀
誠
二
著
『
毛
沢
東
研
究
序
説
』

路
耕
漢
「
『
資
本
論
』
第
一
章
第
四
節
の
要
点
と

　
疑
問
に
つ
い
て
の
試
論
」

　
　
　
　
（
『
経
済
研
究
』
誌
一
九
六
三
年
第
五
期
）

調
整
期
に
お
け
る
国
民
経
済
と
対
外
貿
易

中
国
官
僚
独
占
資
本
主
義
の
本
質
問
題
に
つ
い
て

　
（
芝
池
靖
夫
氏
と
の
共
同
執
筆
）

三
富
紀
敬

研
究

〃〃〃

茜
－
四

一
六
工
一

一
六
上
二
・
四

戦
後
に
お
け
る
企
業
内
教
育
の
展
開

「
完
全
雇
用
」
保
障
計
画
と
公
共
職
業
訓
練

　
　
　
　
『
賃
労
働
の
理
論
』
の
批
判
的
検
討
に

　
　
　
　
よ
せ
て

民
生
委
員
の
階
級
的
基
盤

訓
練
付
一
時
帰
休
の
経
済
的
基
盤
と
諸
結
果

　
箕
浦
格
良

附
加
価
値
税
の
本
質

一
七
－
二

二
〇
１
平
六

毒
－
平
六

妻
－
一
；
一

二
六
上
二

二
七
↓
一

一
－
一



ヒ
ュ
ー
・
ダ
ル
ト
ソ
に
於
け
る
経
費
に
関
す
る
理
論

事
業
課
税
の
外
形
と
本
質

カ
メ
ラ
リ
ス
ム
ス
に
於
げ
る
財
政
思
想

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
財
政
論

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
於
け
る
財
政
思
想
（
一
）

Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
於
げ
る
財
政
思
想
（
二
）

研
究
　
フ
ラ
ソ
ソ
ア
・
ケ
ネ
ー
に
お
げ
る
財
政
思
想

官
房
学
派
に
於
げ
る
財
政
思
想

古
典
学
派
に
於
げ
る
財
政
思
想
（
一
）

　
　
　
　
Ａ
・
ス
ミ
ス
と
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
の
租
税
原
則
論

　
　
　
　
の
展
開

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お

　
げ
る
租
税
理
論
の
展
開

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
け
る
財
政
思
想
（
二
）

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お

　
け
る
租
税
転
嫁
論
の
展
開

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
三
）

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お

　
け
る
租
税
転
嫁
理
論
の
考
察

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
四
）

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

一
－
千
六

一
丁
二

一
二
－
四

ゴ
丁
五

四
工
一

固
－
五

八
－
千
六

九
上
二

九
－
六

三
工
一

三
エ
ニ

三
－
四

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
け
る
国
家
経
費
に
関
、

　
す
る
理
論
の
展
開
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
－
五

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
五
）

Ａ
・
ス
、
・
・
ス
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お
げ
る
国
家
経
費
に
関

　
す
る
理
論
の
展
開
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
１
六

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
け
る
財
政
思
想
（
六
）

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
か
げ
る
国
家
経
費
に
関

　
す
る
理
論
の
展
開
皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茜
－
一

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
七
）
－

Ａ
・
ス
、
・
・
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
二
・
・
ル
に
お

　
げ
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
－
　
　
　
　
　
　
　
一
四
上
二

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
八
）

学
界
動
向
　
日
本
財
政
学
会
第
二
十
二
回
大
会
　
　
　
　
　
一
四
－
四

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
二
・
・
ル
に
お

　
け
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
－
　
　
　
　
　
　
　
一
五
－
一

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
九
）

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お

　
げ
る
公
債
に
関
す
る
理
論
の
展
開
皿
　
　
　
　
　
　
　
芸
－
二

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
け
る
財
政
思
想
（
十
）
１

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
二
・
・
ル
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
七
　
（
六
五
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
げ
る
租
税
理
論
の
展
開
－

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
十
一
）

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
に
お

　
げ
る
租
税
理
論
の
展
開
皿

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
十
二
）

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
二
・
・
ル
に
お

　
け
る
租
税
理
論
の
展
開
ｗ

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
十
三
）

学
界
動
向
　
目
本
財
政
学
会
第
二
十
三
回
大
会

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
二
・
・
ル
に
お

　
げ
る
租
税
理
論
の
展
蹄
Ｖ

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
十
四
）

Ａ
・
ス
ミ
ス
、
Ｄ
・
リ
カ
ア
ド
オ
、
Ｊ
・
Ｓ
＝
・
・
ル
に
お

　
げ
る
租
税
理
論
の
展
開
Ｍ

　
　
　
　
古
典
学
派
に
お
げ
る
財
政
思
想
（
十
五
）

　
三
好
正
巳

労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書

戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究

三
上
二

一
五
－
四

一
五
－
五
エ
ハ

一
五
－
三
ハ

一
六
－
一

一
七
－
一

一
八
工
；

一
八
－
千
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
八
　
（
六
五
六
）

書
評
　
加
藤
佑
治
著
『
目
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策

　
　
　
　
　
　
全
般
的
労
働
義
務
制
の
史
的
究
明
　
　
』

（
続
）
・
戦
時
労
働
市
場
に
関
す
る
研
究

　
　
　
　
「
農
工
調
整
」
問
題
を
中
心
と
し
て

戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
賃
銀
統
制
の
必
然
性
に
つ

　
　
　
　
い
て

書
評
　
狭
田
喜
義
『
職
能
給
の
理
論
と
方
法
』

戦
時
賃
銀
統
制
に
関
す
る
研
究
（
そ
の
二
）

　
　
　
　
国
家
独
占
資
本
主
義
賃
銀
統
制
の
内
容

現
代
杜
会
政
策
論
の
課
題

「
高
度
成
長
」
と
杜
会
「
安
定
」
装
置

現
代
杜
会
政
策
論
の
視
座
と
対
象

現
代
杜
会
政
策
論
の
起
点

国
家
と
労
働
者
階
級

　
　
　
　
植
民
地
労
働
者
と
民
族
自
決
権

　
式
藤
守
一

資
本
主
義
貨
幣
と
杜
会
主
義
貨
幣

財
閥
解
体
政
策
の
基
盤
と
そ
の
変
遷

　
　
　
　
目
本
経
済
の
従
属
化
と
軍
事
化
へ
の
序
説

一
九
上
昌

二
０
１
一

二
〇
－
平
六

三
－
一

三
－
皇
・
固

…
１
一
二
・
四

二
五
－
国

量
－
平
六

二
六
－
一

三
ハ
ー
四

一
－
一

一
－
千
六



マ
ル
ク
ス
に
対
立
す
る
貨
幣
理
論
批
判

日
本
信
用
体
系
に
お
げ
る
国
家
的
銀
行
資
本
の
地
位

　
と
役
割

　
　
　
　
そ
の
一
、
従
属
化
、
軍
事
化
の
資
金
的
中
枢
と

　
　
　
　
し
て
の
目
本
開
発
銀
行

目
本
輸
出
入
銀
行

　
　
　
　
従
属
化
、
軍
事
化
の
貿
屠
金
融
中
枢
と
し
て
の

日
本
長
期
信
用
銀
行

　
　
　
　
目
本
経
済
従
属
化
軍
事
化
の
設
備
金
融
中
枢
と

　
　
　
　
し
て

資
料
　
新
中
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
過
渡
期
の
貨
幣
の

　
　
　
　
　
　
　
本
質
と
機
能
に
つ
い
て

〃
　
　
新
民
主
主
義
杜
会
に
お
げ
る
金
利
の
性
格

〃
　
　
沈
志
遠
著
『
政
治
経
済
学
大
綱
』

〃
　
　
秋
超
白
『
中
国
の
過
渡
期
に
お
げ
る
杜
会
主
義
経

　
　
　
　
済
ひ
発
展
と
経
済
法
則
』

〃
　
　
式
文
『
中
国
の
過
渡
期
に
。
お
げ
る
基
本
的
経
済
法

　
　
　
　
則
に
つ
い
て
の
意
見
』

〃
　
　
荘
鴻
湘
『
中
国
の
過
渡
期
に
虹
げ
る
客
観
的
経
済

　
　
　
　
法
則
に
関
す
る
若
干
の
意
見
』

　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

一
一
丁
一

干
上
二

一
二
－
六

干
－
七

四
上
二

囚
－
上
一

五
－
一

五
－
国

宣
－
五

五
－
六

〃
　
　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
通
貨
、
金
融

〃
　
　
中
国
の
銀
行
業
と
貨
幣
改
革
の
発
展
情
況

中
国
人
民
大
学
『
資
本
主
義
国
家
の
貨
幣
流
通
と
信
用
』

紹
介
　
本
多
直
重
氏
「
目
本
銀
行
の
機
能
と
政
策
」

池
田
経
済
成
長
政
策
の
矛
盾

資
料
管
大
同
『
中
国
に
お
げ
る
資
本
主
義
商
工
業
の
杜

　
　
　
　
会
主
義
改
造
』

　
　
　
　
　
　
　
第
八
章
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義

　
　
　
　
　
　
　
の
普
遍
的
真
理
と
中
国
革
命
の
具
体
的

　
　
　
　
　
　
　
実
践
と
の
結
合
の
勝
利
」

敗
戦
直
後
に
１
お
げ
る
通
貨
金
融
政
策
の
独
占
資
本
的
性
格

日
本
資
本
主
義
の
各
発
展
段
階
に
お
げ
る
イ
ソ
フ
レ
ー
シ

　
ヨ
・
ソ
の
諸
形
態
と
諸
特
徴

資
本
自
由
化
と
中
小
企
業

遺
稿
　
ド
ル
危
機
と
日
本
経
済

〃
　
　
国
な
ら
び
に
地
方
自
治
体
の
財
政
に
っ
い
て

　
村
瀬
武
三
郎

紹
介
　
丁
・
Ｅ
・
ミ
ー
ド
・
国
際
収
支
論

　
　
　
　
　
　
　
国
際
経
済
政
策
理
論
第
一
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
九
（
六
五
七
）

六
－
六

七
上
ご

八
－
一

八
－
四

；
丁
五

：
丁
六

高
上
二

一
五
上
二

三
－
子
六

一
九
－
五

一
九
－
五

二
－
二



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
・
四
・
五
合
併
号
）

　
本
岡
昭
良

研
究
　
『
資
本
論
』
の
学
問
的
体
系
と
『
帝
国
主
義
論
』
八
－
平
六

　
森
　
啓
子

研
究
独
占
と
恐
慌

　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
自
己
回
復
力
の

　
　
　
　
　
　
　
喪
失
に
つ
い
て

　
森
　
哲
彦

資
料
　
フ
レ
ッ
ト
・
ニ
ル
ス
ナ
ー
「
独
占
価
格
と
独
占
利

　
　
　
　
潤
」
　
（
桜
井
富
雄
・
吉
田
伸
雄
氏
他
三
名
と
の

　
　
　
　
共
訳
）

　
森
川
　
信

ア
メ
リ
カ
に
。
お
げ
る
労
働
組
合
の
特
質
と
協
約
の
バ
タ
ー

　
ソ
に
つ
い
て

研
究
　
米
国
の
綿
花
生
産
と
そ
の
処
理
策

　
安
井
修
ニ

フ
ィ
リ
プ
ス
曲
線
を
含
む
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル

一
七
－
一

一
六
工
一

一
－
五
・
六

一
丁
六

…
１
一
二
四

三
三
〇
　
（
六
五
八
）

　
山
口
真
三

武
藤
守
一
先
生
を
偲
ん
で

　
山
田
邦
臣

書
評
　
内
・
ド
暑
¢
「
杜
会
経
済
と
価
格
体
系
」

　
　
　
　
　
　
厚
生
経
済
学
に
関
す
る
論
文

研
究
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）

〃
　
　
ヒ
ッ
ク
ス
に
お
げ
る
代
替
補
完
概
念
の
吟
味

　
　
　
　
　
　
連
関
財
に
関
す
る
一
考
察
（
二
）

利
子
率
決
定
要
因
に
関
す
る
Ｆ
・
Ｈ
・
ハ
ー
ソ
の
見
解
に

　
つ
い
て

一
九
－
五

一
－
一

一
丁
二

一
丁
宣

　
山
田
　
蘭

研
究
　
正
乱
母
集
団
で
あ
る
こ
と
の
検
定
に
つ
い
て

研
究
ノ
ー
ト
　
計
量
経
済
学
批
判
に
お
げ
ざ
若
干
の

　
　
　
　
　
　
問
題
点

〃
　
　
　
　
　
ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
意
義
と
限
界
（
１
）

　
　
　
　
　
　
　
（
北
野
正
一
、
河
野
快
晴
、
松
川
周
二

六
－
六

三
工
一

三
－
五



〃

　
氏
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
－
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
編
『
ケ
イ
ソ

　
　
　
　
ズ
時
代
の
終
焉
』
を
め
ぐ
っ
て

ケ
イ
ソ
ズ
経
済
学
の
意
義
と
限
界
（
１
）

　
（
河
野
快
晴
、
北
野
正
一
、
松
川
周
二

氏
と
の
共
同
執
筆
）

　
　
　
　
ス
キ
デ
ル
ス
キ
ー
編
『
ケ
イ
ソ

　
　
　
ズ
時
代
の
終
焉
』
を
め
ぐ
っ
て

二
八
！
一

　
山
中
隆
次

書
評
　
梯
明
秀
著
『
経
済
哲
学
原
理
』

二
八
工
一

　
山
本
幹
夫

研
究
　
一
九
世
紀
末
「
大
不
況
期
」
の
過
剰
資
本
と
生
産

　
　
　
　
の
集
積

　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ツ
石
炭
・
鉄
鋼
業
を
事
例
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
、

〃
　
　
資
本
集
中
と
過
剰
資
本
の
累
積

〃
　
　
独
占
段
階
の
過
剰
資
本

〃
　
　
価
格
決
定
機
構
と
産
業
組
織

　
　
　
　
　
　
西
陣
織
物
工
業
の
事
例
的
研
究

立
命
館
経
済
学
著
者
別
目
録

二
丁
六

二
四
工
二

二
五
－
四

三
↑
六

二
七
－
三

　
吉
田
伸
雄

資
料
　
フ
レ
ヅ

　
　
　
　
潤
」

ト
．
エ
ル
ス
ナ
ー
「
独
占
価
格
と
独
占
利

（
桜
井
富
雄
・
一
井
昭
氏
他
三
名
共
訳
）

　
吉
村
達
次

宇
野
氏
「
経
済
法
則
」
論
批
判

　
－　

吉
矢
友
彦

資
料
　
マ
ツ
ク
ス
．
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
東
エ
ル
ベ
農
業
労
働

　
　
　
　
者
の
状
態
に
お
け
る
発
展
諸
傾
向
』
Ｈ
（
大
藪

　
　
　
　
輝
雄
氏
と
の
共
同
執
筆
）

”
　
　
マ
ツ
ク
ス
．
ウ
ェ
ー
バ
ー
『
東
ニ
ル
ベ
農
業
労
働

　
　
　
　
者
の
状
態
に
お
げ
る
発
展
諸
傾
向
』
ｏ
（
大
藪

　
　
　
　
輝
雄
氏
と
の
共
同
執
筆
）

　
若
林
洋
夫

書
評
坂
本
和
一
著
『
現
代
巨
大
企
業
の
生
産
過
程
』

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形

　
態
Ｈ

　
　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
族
独
占
の
歴
史
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
一
　
（
六
五
九
）

：
一
－
二

二
－
辛
六

；
１
四

；
丁
五

一
…
１
二

毒
－
平
六



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
八
巻
・
第
三
．
四
．
五
合
併
号
）

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
彩

　
態
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
－
二
．
三

　
　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ト
石
炭
独
占
の
歴
史
的
性
格

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形

　
態
嘗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
↑
二

　
　
　
　
北
東
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
石
炭
独
占
の
歴
史
的
性
格

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
形

態
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
上

　
　
　
　
北
東
イ
ソ
ク
ラ
ソ
ト
石
炭
独
占
の
歴
史
的
性
格

産
業
資
本
主
義
段
階
に
お
げ
る
近
代
的
独
占
の
存
在
移
態

　
　
（
五
・
完
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
－
二

　
　
　
　
北
東
イ
ソ
ク
ラ
ソ
ド
石
炭
独
占
の
歴
史
的
性
格

翻
訳
　
Ｊ
・
Ｒ
・
マ
カ
ロ
ツ
ク
著
『
石
炭
税
制
改
革
論
』

　
　
　
　
　
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毛
－
五

〃
　
　
Ｊ
・
Ｒ
・
マ
カ
ロ
ッ
ク
著
『
石
炭
税
制
改
革
論
』

　
　
　
　
　
（
下
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
－
一

三
三
二
（
六
六
〇
）


